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Object of Rotary
ロータリーの目的

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕

の理念を奨励し、これを育むことにある。具体的には、

次の各項を奨励することにある：

第 1　 �知り合いを広めることによって奉仕の機会と

すること；

第 2 　�職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事は

すべて価値あるものと認識し、社会に奉仕す

る機会としてロータリアン各自の職業を高潔

なものにすること；

第 3 　�ロータリアン一人一人が、個人として、また

事業および社会生活において、日々、奉仕の

理念を実践すること；

第 4　�奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネット

ワークを通じて、国際理解、親善、平和を推進

すること。
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S E RV I C E  A b ov e  S e l f

GOVERNOR'S PROFILE

超我の奉仕

地区クラブ数 85（年度末）

地区会員数 3082

国際大会 コペンハーゲン 2006年6月11日ー14日

地区大会 ホテルニューオータニ幕張 2005年11月19日ー20日

ゲスト 松本卓臣 RI 会長代理

記念講演 和賀井敏夫氏「超音波診断法ーその開発物語」
岸田今日子氏「道草をくいながら」

アトラクション よさこい
西條キロク＆裕子と弥生 歌謡ショー

DATA OF THE CURRENT YEAR

山 中  義 忠

1935年（昭和10年）１１月５日生まれ

船橋南ロータリークラブ所属／医師

■略歴

順天堂大学医学部医学科卒業。順天堂大学医学博士学位授与同大学

第二内科講師。順天堂大学循環器内科医局長。公立葛南病院循環器

科長。日本内科学会専門医指導医。㈱東洋紡績 東京支店 嘱託医。

㈱壽屋（現サントリー） 東京支店主任嘱託医。山中医院 院長。船橋市

医師会理事。旧大蔵省国税庁嘱託医。千葉県国民健康保険審査委員。

船橋市立医療センター開放型病床非常勤医。日本内科学会認定内科

医。日本循環器学会循環器専門医。

■ロータリー歴

1984年船橋南RC入会、1991～92年幹事、1995～96年会長。

1999～2000年第2分区代理、2004年ガバナーエレクト。ポールハ

リスフェロー、ベネファクター、米山功労者。
■社会の出来事

【国内】

2005年
・愛知万博開催。
・ライブドア、楽天がＴＶ局株大量取得。
・全国でアスベスト禍。
・秋篠宮紀宮さま、ご結婚。
2006年
・堀江前社長、村上前代表を逮捕。
・荒川静香、トリノ五輪で金メダル。

【海外】

2005年
・ロンドンなど世界各地でテロ。
・イスラエル、ガザから撤退。
・パキスタンで大地震、死者７万人超す。

R.I. 会長
カール ヴィルヘルム . ステンハマー氏
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ガバナー語録

国際ロータリー第 2790 地区 2005 - 2006 年度期末

御礼と感謝そして総括

　光陰矢の如くあっと云う間の1年でありました。公式訪問では、総

てのクラブにて温かい超我の奉仕を頂戴し、愛と平和の実践を其処

に見る事が出米ました。改めて厚く御礼申し上げます。一つとして同

じく似ていると感じたクラブは、在りませんでした。厳然たるこの事

実は、意志と理解が相違しても、相手を受け入れる寛容の超我が、

其処に在ったことを示しておりました。今会員である貴方の個主が、

他に無いクラブの個主、個性を創り上げたのであります。超我は愛、

愛は不戦の平和、それを実現したのは、我の個主を貰方が超えたか

らであり、その不戦が貴方のクラブの平和、個主の存在を現実とし

たのでありましょう。民主主義の民は複数であり、複数の最終決定

は多数決であり、それは戦争そのものであり、最早其処に、不戦や

平和はありません。親鸞は、縁無き衆生は度し難き、と文盲多き時

代の個人への布教が、如何に難しいかを嘆いております。

　本年度当2790地区には、ロータリアンの個主、そう本当の民主が

ありました。会員減少なぞ決して危惧するものではありません。

I serve か We serve か、その答は、全く簡単であります。

 　I serve の I が無ければ、ロータリーは存在しません。英字の I 

と、漢字の愛 か、解かりにくいなあ、俺はどっちでもかまわんぞ、と仰

言る方は、きっと、愛とば性愛セックス、しか頭にない方でしょう。

　国際ロータリー理事会は、世界の地区法人化案を、採択しており

ます。なんと恐ろしいことでしょう。ロータリアンよ、献金に優れた

社員に成れとでも言うのでしょうか。

輝かしきロータリー新2世紀年に、ロータリーの 1 を消さない様に

＊山中ガバナー逝去により、月信2006年6月号より転載

地区大会 本会議

地区大会 記念講演 和賀井順天堂大学名誉教授

地区大会 記念講演_岸田今日子氏
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と祈るのみです。

　I serve above self が、永遠に続くことを、私に確信させて下

さった当地区の会員の皆々様に、畏敬の感謝と、衷心からの御礼

とを、捧げたいと存じます。権力ある者に金力を渡すな、金力ある

者に権力を渡すな、ロータリーは、お金や権威が無い人でも、人格

見識に優れた人ならば誰でも入れるのであります。 そういうロー

タリーが、このロータリー世紀に実現することを祈っております。有

難う御座いました。
晩餐会RI会長代理歓迎晩餐会

晩餐会での財団学友の演奏

大懇親会 フィナーレは手に手つないで
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THE 2790 DISTRICT

GOVERNOR'S PROFILE

DISTRICT GOVERNOR
ガバナー

6

地区クラブ数 83 （年度末）

地区会員数 2995

国際大会 ソルトレークシティ 2007年6月17日ー20日

地区大会 ホテルニューオータニ幕張  2006年10月28日ー29日

ゲスト 板橋敏雄 RI 会長代理

記念講演 塩川正十郎氏

アトラクション 熊坂牧子アンサンブルミューズ
ラインダンス STAS（元 SKD）

DATA OF THE CURRENT YEAR

白 鳥  政 孝

1934年（昭和9年）10月21日生まれ

市原ロータリークラブ所属 / 電気機器卸売

■略歴

横浜国立大学経済学部卒業。株式会社エバラデンキ監査役。

■ロータリー歴

1981年市原RC入会、1988～89年幹事、1992～93年会長。2000

～01年第3分区B代理、2005年ガバナーエレクト。ポールハリスフェ

ロー、米山功労者、マルチプル・ポールハリスフェロー。

2006-2007

L e a d  t h e  Wa y  
率先しよう

■社会の出来事

【国内】

2006年
・安倍政権発足。
・秋篠宮妃紀子さま男児出産。
・日本の人口、減少局面に。
2007年
・各地で食品偽装発覚。
・年金記録未統合5000万件が判明。

【海外】

2006年
・イスラエル軍、レバノン南部に侵攻。
・冥王星、太陽系惑星から降格。
・北朝鮮が核実験、ミサイルも発射。
・米中間選挙で民主党大勝。
・イラクでサダム・フセイン死刑執行。
2007年
・中国が尖閣諸島の領有権を主張。

R.I. 会長
ウィリアム B. ボイド氏



THE 2790 DISTRICT
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2006-2007

ガバナー語録

【ガバナー年度を振り返る】

　2004年はロータリー誕生100年である。その年の10月、同じクラブ

の齊藤博PGからガバナーノミニー就任の要請を受けた。		

クラブのパスト会長会はOKという。11月末のクラブ例会に地区指名

委員長のクラブ来訪をもってガバナーエレクトとなった。		

			 

　バブル経済崩壊後の土地下落よる不良債権処理で日本経済は

右肩下がりが止まらない。地区会員数は3,000名のラインを割る寸前

となった。次のガバナーのなり手がいない。、指名委員会は大
おおわらわ

童で

あった。					   

7月に入り全国34人のガバナーエレクトの一員となり、ガバナーとして

の各種セミナーを受講した。同期ガバナーと仲間意識が生まれ、日

本のロータリーの指導者との知己を得る。				 

	

　地区委員会委員の時から錚々たるロータリアンの謦咳に接しロー

タリーを深く学ぶにつれて自己改革に目覚め、人生の後半生をロー

タリーにどっぷり浸かったことに悔いはない。それどころかロータ

リーから受ける恩恵は実に莫大なものがあった。			 

ロータリーとロータリアンの賜であると心底思った。		

			 

　2006年1月のサンディエゴの国際研修大会では世界のロータリア

ンであることを意識させられた。一介の生業を営む者が体験できな

いことをローターでは体験できるのです。素晴らしいことだ。ロータ

リーは不思議な世界だ。					  

					   

　ロータリーは社交団体であるが、思想を有する団体である。	

地区大会 ガバナー挨拶

地区大会 会場

地区大会 板橋RI会長代理夫妻
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2006-2007

自分のことよりまず他人のことに思いやる心を養う「超我の奉仕」

をモットーにして「四つのテスト」をもって自省し、世のため人のため

に尽くしつつ、己の人間性向上を図る団体である			 

世に役立っている社会奉仕や国際奉仕は質が高い奉仕活動でそ

の仕組みは他の団体の追随を許さない。底流にはロータリーの思想

（哲学）が脈 と々流れている。					   

ロタリーの思想を蔑ろにした奉仕活動は独り善がりな活動に陥りや

すいと悟る。					   

					   

　横一線といわれるロータリーでは、人種・国・宗教の違い、身分の

上下関係や職種の差別はない、人間は皆平等であるとしている。平

等の手段として対等・対話を付け加えたい。			 

　

　話しを交す時、まず相手を尊重し、対等の立場で話すように心掛

けることだ。話合いは対話となり。双方に自己抑制心がおこり、お互

いの立場を理解し、対話はより高いレベルに達する。		

　双方は良い方向へと考えが紡ぎだされる。			 

対話を重視することから世の中に「寛容」がもたらされる。	 ポール

ハリスがロータリーを一言で申せば「寛容です」と言った所以です。	

				  

　暉峻淑子；「戦争・暴力の反対語は、平和でなく対話です」	

				  

　ガバナーをさせて頂きロータリーの本質を知り、人生をより深く究

めるようになった今、ロータリの実践哲学の実行が、私の最重要課

題となっている。					   

地区大会 記念講演 塩川正十郎氏

アトラクション 熊坂牧子とアンサンブルミューズ

アトラクション ラインダンス（STAS）
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THE 2790 DISTRICT

GOVERNOR'S PROFILE

DISTRICT GOVERNOR
ガバナー

10

地区クラブ数 83 （年度末）

地区会員数 2937

国際大会 ロサンゼルス 2008年6月15日ー18日

地区大会 ホテルニューオータニ幕張  2007年10月20日ー21日

ゲスト 藤川亨胤 RI 会長代理

記念講演 タック川本氏

アトラクション 森田日記と大原保人シャンソンユニット

DATA OF THE CURRENT YEAR

白 鳥  政 孝

2007-2008

ROTA RY  S H A R E S  
ロータリーは分かちあいの心

■社会の出来事

【国内】

2007年
・参院選で自民、歴史的敗北。
・中越沖地震で死者 11 人。
・�日本列島 74 年ぶり猛暑、熊谷市・

多治見市で 40.9 度。
・�安倍首相突然の辞任、福田内閣が

発足。
2008年
・秋葉原で通り魔、7人死亡。

【海外】

2007年
・米サブプライム問題。

R.I. 会長
ウィルフリッドＪ .ウィルキンソン氏

1934年（昭和9年）10月21日生まれ

市原ロータリークラブ所属 / 電気機器卸売

■略歴

横浜国立大学経済学部卒業。株式会社エバラデンキ監査役。

■ロータリー歴

1981年市原RC入会、1988～89年幹事、1992～93年会長。2000

～01年第3分区B代理、2005年ガバナーエレクト。ポールハリスフェ

ロー、米山功労者、マルチプル・ポールハリスフェロー。
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2007-2008

ガバナー語録

【ガバナー年度を振り返る】

　2006年の年末になってもガバナーエレクトが決まらない。RI理事

から矢の催促。翌2007年1月11日の指名委員会でガバナーの責任と

して、2年連続のガバナーを務める破目になった。

前代未聞の2年連続ガバナーの苦闘を列記する。

		

① 一回目の時と同じく二回目もガバナー引受けを家内に事前承諾

を得ていなかった。険悪なムードが2～3日漂う。その後は献身的に

私を支えてくれた。2年連続の任務を全うできたのは、家内のお蔭で

ある。感謝、感謝で一杯だ。

② 2005年1月ビチャイラタクルさん宛に地区大会でのスピーチ依頼

のドラフトを提出した。ラタクルさんと日程があわず断念したが、

2006年の世界大会で会うことを約束した。大会中ラタクルさんと

会った。驚いたのは手帳に私の地区名と名前を記してあった。	

2003年4月青森で開催された青少年大会の折のビチャイさんとの写

真にサインをいただいた。とても柔かい掌であった。

	

③ 2年連続のガバナーは世界で初めてということでRI会長が特別に

面談してくれ、理事の方 と々一緒に写真に収まった。

④ 幹事団は第3分区の13クラブから1名選出して頂いた。石井幹事

長の下、地区の人事、予算、三大セミナー、地区大会、公式訪問な

ど、なすべき事を急ピッチで進めた。特筆すべきは地区会計を明確

にし、ガバナーエレクトの経費を予算化したことである。		

地区大会会長に千葉クラブの早川様に快諾を頂き、組織に合同の

地区大会 会場

地区大会 会場

地区大会 ガバナー挨拶
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2007-2008

妙味がでてきた。

⑤ 各クラブの計画書に載せるガバナーの所信表明を「美しい形

（心）を作ろう」と題して一晩で書き上げた。ロータリーの美しい形

とはロータリーの先達が築いた思想・哲学をしっかり身に付けるこ

だと説いた。いま読んでも新鮮な所信である。			 

2006年1月から半年間、ガバナーとガバナーエレクトの二役をこなす

のは難儀だった。気持ちの切り替え、毎日のように書く文書や各種

行事に振り回された。74歳にしては良く務めたと思っている。当時Ｒ

ＬＩを知り、地区に導入する使命感を持った。

⑥ 台湾のロータリアンの頼さんとの交流は楽しかった。日本語は上

手で兄のような存在だった。紹興酒をしこたま飲んだ思いや李登輝

さんの「私でない私」の講話に感銘した。八田興一さんの功績を李

登輝さんの話しから知った。

⑦ 世界のロータリアンが長年求めていた共通の価値観が発表され

た。　親睦　奉仕　高潔性　多様性　リーダーシップである。	

この価値観で判断力を養い、自身の向上に資することだ。

⑧ 2006-07年、2007-08年の二年連続のガバナーは並大抵の苦労で

はなかったが、素晴らしい仲間や先輩に触発されてロータリーを好

きになり、自己変革を遂げたのは予期せぬことだった。人間のの本

質を追及する楽しさと、お互いの理解を深める意義を知った二年間

だった。皆さまに心から感謝しつつ振り返る。

地区大会 ステージ

地区大会 ステージ

藤川亨胤RI会長代理夫妻
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2008-2009

M a k e  D r e a m s  R e a l
夢をかたちに

地区クラブ数 85（年度末）

地区会員数 2912

国際大会 バーミンガム 2009年6月21日ー24日

地区大会 ホテル ザ・マンハッタン / 習志野文化ホール 
2008年10月25日ー26日

ゲスト Antonio A. Rufino RI 会長代理

記念講演 古田貴之氏「ロボットと共生する未来」

アトラクション
ダークダックス ショー
能「石橋」橋岡久太郎氏
習志野高校ブラスバンド演奏

DATA OF THE CURRENT YEAR

崎 山  征 雄

1941年（昭和16年）１月3日生まれ

習志野中央ロータリークラブ所属／舞台装置

■略歴

山梨大学工学部醗酵生産学部卒業。不二装備工業株式会社代表取締役

■ロータリー歴

1986年習志野中央RC入会、1988～89年幹事、1992～93年会

長。2001年第11分区ガバナー補佐、2007年ガバナーエレクト。ポー

ルハリスフェロー、米山功労者。

■社会の出来事

【国内】
2008年
・�中国製ギョーザで中毒、殺虫剤メタ

ミドホス検出。
・�北京五輪で北島が連続２冠、女子ソ

フトは悲願の金。
・福田首相が辞任、麻生内閣発足。
2009年
・裁判員裁判始まる。

【海外】
2008年
・北京五輪開催。
・ロシア軍がグルジア侵攻。
・リーマンショック。
・米大統領選でオバマ氏当選。
2009年
・ＧＭ、クライスラーが相次ぎ破綻。
・�北朝鮮がミサイル発射、２回目の核

実験も。
・�マイケル・ジャクソンさん死去。
・イチローと松井が米大リーグで大活躍。

R.I. 会長
李東建氏
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2008-2009

ガバナー語録

【後世への最大遺物】

　皆様はこの地球というものを想像する事はありませんか？

こんなにも美しいものが宇宙にあるという事を、皆様は認識したこ

とがありますか？

本当に地球が美しいことがわかったら、我々はその地球に何物も残

さずに帰ることはできない事なんです。

だから、なにかを人間は、我 ロ々ータリアンは遺さねばなりません。

【Make Dreams Real からThe Future of Rotary is in 

Your Hands】

　2008－09年度の一年間新渡戸稲造の「日本人の和の心と武士道

精神」、内村鑑三の「後世への美しい地球に遺す最大遺物」と、そし

て昭和日本の戦後の動乱期に毅然とした生き様で生き抜いた、「白

洲次郎」の日本人のプリンシプルで「夢をかたちに」する事に邁進

した一年間でした。今振り返ってみると前半は重い荷物を背負って

ひたすら頂上を目指した登山のとき、その最中は他を振り返るゆと

りもなく、勢い付けて一生懸命に上りました。そして後半は、穏やか

で豊穣でそれまでの知識や情報では及びもつかなかったような知

恵に触れた喜びで、達成感と満足感で充足して美しい高山植物を

雲海を愛でながら下山させて頂いた気持ちでいっぱいです。ロータ

リーは孤高の単独峯、山裾に四大奉仕の峰々を従えて聳え立つ白

銀に輝く山頂は、ロータリーにとっては譲ることのできない絶対価値

であります「親睦」「童心―少年の心」で満ち溢れた200ヶ国にまた

がる奉仕の理想をあらわした山頂です。これからも皆様の善意で、

さらに高く高く積み上げて光輝かせてください。

ガバナーとして、ロータリアン皆様に向き合って、①真実を全うでき

地区大会 崎山ガバナー点鐘

地区大会 記念講演 古田貴之氏

RI会長代理夫妻を囲んで
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たのか？②皆に公正に向き合えたのか？③皆とともに友情と親睦に

邁進できたのか？④皆の為になることができたのか？と四つのテス

トを前に十分勤めを果しえたのか、未熟ゆえの積み残しが多 あ々る

のかを反省し、残る責務を次年度へお願いしなければなりません。

私は、この一年を変化と変革の一年ととらえ、DLPに基ずく合同公

式訪問を推し進め、ＣＬＰをその実質的な検討と、形式ではない、そ

の中身の本質の採用をお願いいたしました。地区の活性化へ向けた

動きへアクセルを大きくお踏み込み加速しましょう。会長、幹事の皆

様、ロータリーの活性化、第一目標の増強へ向けて大きく羽ばたき

ましょう。

アトラクション 習志野高校ブラスバンド演奏

アトラクション 能「石橋」

アトラクション ダークダックスショー
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2009-2010

T h e  Fu t u r e  o f  R o t a r y  i s  i n  Yo u r  H a n d s
ロータリーの未来はあなたの手の中に

中 村  博 亘

1936年（昭和11年）2月19日生まれ

柏西ロータリークラブ所属／歯科医師

■略歴

日本歯科大学卒業、日本歯科大学病理学教室助手、日本女子衛生短

期大学兼任講師、日本歯科大学病理学教室講師、中村歯科医院院長（柏

市）、北原歯科衛生専門学校講師、千葉県歯科医師会理事、柏歯科医

師会副会長、千葉県歯科医師政治連盟副会長、千葉県社会保険審査

委員、千葉県国民健康保険審査委員、柏市商店会連合会理事

■ロータリー歴

1975年柏西RC入会、1988～89年会長。2000～01年第10分区

代理、2008年ガバナーエレクト。ポールハリスフェロー、マルチプル・

ポールハリスフェロー、ベネファクター、米山功労者。

R.I. 会長
ジョン・ケニー氏

■社会の出来事

【国内】

2009年
・民主圧勝、政権交代。
・�日航の経営危機表面化、政府主導

で再建模索。
2010年
・�普天間、「辺野古」で日米合意。社

民は連立離脱。
・��鳩山退陣、菅内閣が発足。参院選で

民主大敗。
・�小惑星探査機「はやぶさ」が7年ぶり

帰還。

地区クラブ数 84（年度末）

地区会員数 2835

新設クラブ 浦安ベイ RC

国際大会 モントリオール 2010年6月20日ー23日

地区大会 ザ・クレストホテル柏 / 麗澤大学キャンパス 
2009年10月24日ー25日

ゲスト 戸田一誠 RI 会長代理

記念講演 村上和雄氏「喜びや感動が可能性を引き出す」
～遺伝子ONの生き方～

アトラクション 熊坂牧子アンサンブルミューズ
デキシーセインツ（ジャズ）/ タヒチアンダンス

DATA OF THE CURRENT YEAR
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ガバナー語録

【ガバナ一年度の当初に目指した事】

　RIが1992年から試験的に取り組んできたリーダーシッププランの

DLPは1996年に発表され、2000年より各地区は義務として取り入れ

ることになりました。続いてRIはCLP委員会を作り、2004年より各

クラブの活動計画にRIが推奨するCLPを使用することを求めていま

した。

　ただ、当時の我が国のシニアリーダー達の多くは職業奉仕を中心

にした四大奉仕を頑なに固持し、CLPには猛反対でした。しかし私

に送られてくるRIからの資料はガバナー要覧をはじめグラブ会長要

覧など全ての資料の内容は効果的なクラブ運営にはRI推奨のCLP

を使うよう記載されており、大変悩みました。しかし私はRIの役員の 

一人としてガバナーはRIの方針に従うべきと考え、地区内全てのク

ラブにCLPを混透させることを目指しました。

　最初に地区のDLPとクラブのCLPとの整合性を図るため地区組

織の変更を試みましたが、地区協議会（現在の地区研修協隅会）

では会員の間に大変混乱をおこしました。特に、奉仕プロジェクト

委員会の意味が理解されず、委員長さんには大変ご迷惑をおかけ

しました。

　公式訪問の際にもCLPの内容を中心に説明してまいりましたが、

なかなか理解を得られませんでした。

【ガバナー年度を振り返って】

　今思うと、RIの云う「リーダーシップ」とは何かと云うところから説

明すべきであったと反省しております。

　最近ではRLI（ロータリーリーダーシップ研修会）への参加者も増

えRIの「リーダーシップ」を理解していただき、DLP,CLPが地区及び

地区大会 ガバナー挨拶

地区大会 国歌斉唱

地区大会 ガバナー夫妻と戸田RI会長代理ご夫妻
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2009-2010

クラブに定着してきたことをうれしく思っています。

【ガバナー年度を終わった後の心残り】

　ビジネスクラブとしてスタートしたロータリーは120年の時を経て

世界的なボランティア団体に変化してまいりましたが、その経過過

程を会員の皆様に十分に説明することが出来なかつた事が心残り

です。RI会長歓迎晩餐会 RI会長夫妻を囲んで

アトラクション 熊坂牧子アンサンブルミューズ

アトラクション ジャズ＆タヒチアンダンス
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GOVERNOR'S PROFILE

DISTRICT GOVERNOR
ガバナー

22

2010-2011

B u i l d i n g  C o m m u n i t i e s ,  B r i d g i n g  C o n t i n e n t s
地域を育み、大陸をつなぐ

織 田  吉 郎

1946年（昭和21年）1月31日生まれ

銚子ロータリークラブ所属／建築設計

■略歴

千葉工業大学建築学科卒業。株式会社 類設計室 常務取締役。株式

会社 織田吉郎建築設計事務所代表取締役。銚子市行政改革懇談会 

会長。銚子市危機管理懇談会 防災部会長。ＮＰＯ法人 環境･ 経済ネッ

トワーク銚子 理事長。

■ロータリー歴

1987年銚子RC入会、1992～93年幹事、2000～01年会長。

2008～09年第7分区ガバナー補佐、2009年ガバナーエレクト。ベネ

ファクター、米山功労者、マルチプル・ポールハリスフェロー。

R.I. 会長
レイ・クリンギンスミス氏

■社会の出来事

【国内】

2010年
・�野球賭博で大関琴光喜ら解雇、力士

多数が謹慎休場。
・�尖閣沖で中国漁船衝突。
・�円高で６年半ぶり市場介入。ゼロ金

利復活。
2011 年
・�東日本大震災、原発事故で甚大被害。

【海外】

2010年
・チリ鉱山、作業員 33 人奇跡の生還。
・北朝鮮の金正恩氏、後継者デビュー。
・尖閣事件めぐり、中国各地で反日デモ。
・北朝鮮が韓国・延坪島砲撃、４人死亡。

地区クラブ数 84（年度末）

地区会員数 2788

国際大会 ニューオリンズ 2011年5月21日ー25日

地区大会 犬吠埼京成ホテル / 銚子青少年文化会館 
2010年11月6日ー7日

ゲスト 田中毅 RI 会長代理

記念講演 ビチャイ・ラタクル氏「奉仕の理想」

アトラクション ムジカ・トウキョウ（サロンオーケストラ）
J ソロイスツ / コーロ・ハモンティアーノ（合唱）

DATA OF THE CURRENT YEAR
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2010-2011

ガバナー語録

 

「親睦と奉仕の調和」　ロータリー思想の原点

　ロータリーは1905年「 1業種1会員制 」で異業種交流によ

る親睦のクラブを作ろうと産声を上げました。そして2年後に

は奉仕の概念が導入され、ロータリーは一気に世界的な広が

りを持ち始めます。

　1910年、ポール・ハリスは「ロータリーは親睦と奉仕の間に宿

る」と言い、それまで3年続いた親睦と奉仕の論争に終止符を打ち

ます。これがロータリー思想の原点となりやがて職業奉仕の思想

に結実して、ロータリーは飛躍的な拡大をとげてゆくのです。

　仲良くするエネルギーが世の為、人の為となる奉仕のエネル

ギーを生み出してゆくこと、つまり、親睦と奉仕は一体のものとい

う考え方はロータリーだけが開発したもので、それが「職業奉仕

の実践は例会出席からはじまる」という考え方を生みました。酒飲

み会やゴルフ等を通じた親睦はどんな団体でもやっています。

ではロータリーの親睦はどこが違うのかといえばそれは唯一点、

会員が相手から何かを学ぼう、自分を高めてゆこうとする姿勢を

持ち続けている人々による親睦ということです。ロータリーの親睦

は単なる仲良しエネルギーの拡大を意味しているものではないの

です。

　第 2 次大戦突入前夜の1940年 9 月、軍閥はロータリークラブ

をアメリカのスパイと見做して解散命令を出します。その時日本に

は48クラブ2,142名の会員がいました。現在の一地区にも満たな

いこれらの会員はしかし粒選りの人々でした。ほとんどのクラブは

「水曜会」「木曜会」等と名を変えて例会を続けました。まるで隠

れキリシタンのように…。

＊織田ガバナー逝去により、月信2011年6月号より転載

地区大会 ガバナー挨拶

地区大会 会場

地区大会 記念講演 ビチャイ・ラクタル氏
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　会員に危険を冒してまでそうした行動をとらせた理由は何だっ

たのでしょうか。それは職業奉仕の思想、ロータリー思想の崇高

性が日本人会員の心を捉えたことと、質の高い親睦があったから

に他なりません。

　ロータリーの親睦とは感性的親睦にはじまり理性的親睦に昇華

させることということができます。1業種1会員制によって選ばれた

質の良い会員同志の異業種交流によって生まれる親睦、それこそ

がロータリー運動の大黒柱なのです。
地区大会 大懇親会

アトラクション ムジカ・トウキョウ 四重奏

アトラクション Jソロイスツ/コーロ・ハモンティアーノ（合唱）
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2011-2012

R e a c h  w i t h i n  t o  E m b r a c e  Hu m a n i t y
こころの中を見つめよう 博愛を広げるために

山 田  修 平

1941年(昭和16 年)７月28 日生まれ

木更津東ロータリークラブ所属／税理士

■略歴

新潟県立長岡商業高校卒業。山田修平税理士事務所。

千葉県税理士政治連盟副会長、木更津市国民保健運営協議会委員。

■ロータリー歴

1987年木更津東RC入会、2000～01年幹事、2006～07年会長。

2009～10年第４分区ガバナー補佐、2010年ガバナーエレクト。ベネ

ファクター、マルチプル・ポールハリスフェロー、米山功労者。

R.I. 会長
カルヤン・バネルジー氏

■社会の出来事

【国内】

2011年
・�なでしこジャパン、サッカーＷ杯優勝。

【海外】

2011年
・中国高速鉄道で事故、40 人死亡。
・北朝鮮の金正日総書記が死去。
2012年
・北朝鮮、弾道ミサイル２回発射。
・金正恩氏、第１書記に。

地区クラブ数 84（年度末）

地区会員数 2764

国際大会 バンコク 2012年5月6日ー9日

地区大会 かづさアカデミアホール  2011年11月5日ー6日

ゲスト 重田 政信 RI 会長代理

記念講演 藤原 正彦氏「日本のこれから」

アトラクション
インド古典舞踊
東邦音楽大学ジャズオーケストラ
木更津第一小学校「たぬきばやし」

DATA OF THE CURRENT YEAR
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ガバナー語録

【より強力な、魅力あるクラブに】

　私が木更津東ロータリークラブに入会させて頂いた年度の、クラ

ブのロータリー情報委員長であった重城良蔵氏が、「山田さん、あ

なたはクラブの一定の審査を得て、めでたく入会が認められ、会員

になられました。おめでとうございます。ついては、次のことを守って

下さい。

１.毎例会には必ず出席して下さい。クラブの会員は、全員100パーセ

ント出席しています。

２.手続要覧を購入して、毎日読みなさい。

と言われました。

　私の入会当時は、クラブの会員全員が100パーセント出席していま

した。手続要覧の方は、皆さん余り読んでおられなかったようです

が、私は、この教えをしっかり守ってきました。今でも守っています。

毎例会に出席することと、手続要覧をパソコンに入れで、毎日必ず読

んでいます。

　昔の手続要覧は、白色のページと黄色のページがありました。

白色のページには、ロータリー章典の中から重要な項目をピック

アップして掲載してありました。黄色のページには、組織規程が掲

載されていました。現在の手続要覧は、組織規程集のような感じ

がします。

　読み始めた当時は、何が何やらさっぱり理解できませんでした。し

かし、言われた通り毎日読んでいるうちに、だんだん分かるようにな

りました。皆さんも、手続要覧を毎日読まれるようにお薦めします。

「より強力な、魅力あるクラブに」、これを、私がガバナーを務めさ

せて頂いた2011-12年度の地区テーマにさせて頂きました。

 ガバナーに就任すると、地区内全クラブを公式訪問します。それ

地区大会 ガバナー挨拶

地区大会 会場

重田RI会長代理
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ぞれのクラブが素晴らしい活動をされているのを拝見して、ロータ

リーってなんて素晴らしい団体なのだろうと、つくづく感じました。

　ガバナー職が終わって、もう10年以上が経過しました。この10年間

は、あっという間でした。この10年間に、地区の様 な々役割を頂いて

活動できたことは、私の人生を豊かにしてくれました。

　地区内の皆さんには、毎例会に必ず出席することと、手続要覧を

毎日読まれることをお薦めします。

　私は、今後共、しっかりロータリー活動をして行きたいと思ってい

ます。

アトラクション たぬきばやし

アトラクション 
インド古典舞踊 / 東邦音楽大学ジャズオーケストラ

地区大会 大懇親会
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2012-2013

Pe a c e  T h r o u g h  S e r v i c e
奉仕を通じて平和を

得 居  仁

1944年（昭和19年）９月１４日生まれ

松戸東ロータリークラブ所属／弁護士

■略歴

中央大学大学院法学研究科修士課程。得井・品川法律事務所代表弁

護士。

■ロータリー歴

1988年松戸東RC入会、2000～01年幹事、2005～06年会長。

2010～11年第12分区代理、2011年ガバナーエレクト。ベネファク

ター、マルチプル・ポールハリスフェロー、米山功労者。

R.I. 会長
田中作次氏

■社会の出来事

【国内】
2012年
・�尖閣・竹島で中国・韓国との関係悪化。
・�消費増税法が成立。
・�ロンドン五輪で日本勢史上最多38 個

メダル獲得。
・�オスプレイ、沖縄に配備。
・�第46回衆院選で自公圧勝、政権奪還。
・�山中教授にノーベル医学生理学賞。
2013年
・�アベノミクス始動。

【海外】
2012年
・中国トップに習近平氏。

地区クラブ数 84（年度末）

地区会員数 2705

国際大会 リスボン 2013年6月23日ー26日

地区大会 ホテル ザ・マンハッタン / 松戸「森のホール21」 
2012年10月20日ー21日

ゲスト 朴 柱寅 RI 会長代理

記念講演 櫻井よしこ氏「日本の進路と誇りある国づくり」

アトラクション リマト室内合奏団 弦楽四重奏
松戸市立第四中学校吹奏楽部 演奏

DATA OF THE CURRENT YEAR
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ガバナー語録

【ガバナー年度を振り返って】

　年度を通して、ロータリーとは、「自己と利他の調和を諮る人生哲

学」と「実践的な倫理基準―最も良く奉仕する者最も多く報いられ

る」に基づいて、職業奉仕の推進により世の中の改善を図る実践的

倫理団体であると説き続け、例会で親睦を醸成し、自己研鑽に励

み、品格を高め、道徳心の高揚によって培われたエネルギーを奉仕

にと繰り返し要請しました。

　十数年間に亘って続いていた地区内会員の減少を食い止め反転

増加することを目指して、各クラブに会員1名の純増をと呼びかけ、

「念じざれば叶わず」の信念の下にあらゆる会合を通じて、また全

クラブ単独に行った公式訪問において各クラブの会員増強の具体

策に踏み込んで議論し、会員増強に力を尽くすようお願いしました。

84クラブ、84名の純増は叶わずに16名の微増に終わりましたが、ガ

バナー補佐、地区委員会委員、クラブ指導者各位のご尽力によって、

十数年来続き毎年度止まることのなかった会員減少に歯止めをかけ

ることが出来ました。

　青少年に奉仕する地区委員会のうち、インターアクト、青少年交

換、米山記念奨学会について、委員会の自己満足的な活動に陥って

いる虞があるのではないかとの思いから、極めて少数の委員に過酷

ともいうべき委員会活動をお願いしましたが、期待に違わずに真に

青少年に奉仕する活動をしてくださいました。

　全ての地区委員会を通じて、委員会活動の活性化は委員の数で

はなく、委員各位の地区目標達成に向けての奉仕の情熱と献身の

賜物であることを証明していただきました。

　地区負担金拠出を求めておきながら、地区委員会主催のセミナー

の登録料を別途徴収するのは如何なものかとの観点と、会員減少

地区大会 会場

地区大会 ガバナー挨拶

地区大会 RI会長代理挨拶



THE 2790 DISTRICT

32

2012-2013

によってクラブ活動資金の不足に悩んでいるクラブの会員に追加の

金銭的な負担を求めることは更なる会員減少を呼ぶ悪循環を招くの

ではないかと考え、地区委員会主催セミナーの登録料なしを実現し

ました。

　地区資金は地区内クラブ会員からお預かりする浄財であり、決し

て無駄遣いしてはならないとの強い思いから、ガバナーエレクト事

務所、ガバナー事務所費を徹底的に節約いたしました。様 な々経費

の節減の結果、毎年の例に倣って予算計上していた地区関係下期

負担金を一人当たり5000円減額することが出来るようになりました

ので、それを各クラブそれぞれの奉仕活動費として使っていただくよ

うお願いしました。

　ガバナー補佐、地区委員会委員、地区幹事団、そして地区内ロー

タリアン全ての皆様のご支援とご協力に敬意を捧げ、心から感謝申

し上げるガバナー年度でした。

地区大会 資格審査委員会

RI会長代理夫妻

地区大会 記念講演 櫻井よしこ氏　
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DISTRICT GOVERNOR
ガバナー

34

2013-2014

E N G A G E  ROTA RY  C H A N G E  L I V E S
ロータリーを実践し、みんなに豊かな人生を

関 口  徳 雄

1944年（昭和19年）3月29日生まれ

浦安ロータリークラブ所属／弁護士

■略歴

中央大学法学部法律学科卒業。関口・中田法律事務所。

■ロータリー歴

1981年浦安RC入会、1987～88年幹事、1994～95年会長。

2005～06年第1分区ガバナー補佐、2012年ガバナーエレクト。ポー

ルハリスフェロー、マルチプル・ポールハリスフェロー、ベネファクター、

米山功労者。

R.I. 会長
ロン D・バートン氏

■社会の出来事

【国内】
2013年
・�参院選で自民圧勝、「ねじれ」解消。
・�2020年夏季五輪、東京開催決定。
2014年
・�STAP細胞論文に捏造や改ざん。

【海外】
2013年
・�北朝鮮で張成沢氏粛清、金正恩氏

の独裁強化。
2014年
・ウクライナ危機。
・韓国旅客船事故で 304 人死亡・不明。

地区クラブ数 84（年度末）

地区会員数 2745

国際大会 シドニー 2014年6月1日ー4日

地区大会 東京ベイ舞浜ホテルクラブリゾート  
2013年11月9日ー10日

ゲスト 張順立 RI 会長代理

記念講演 東国原英夫氏

アトラクション 香坂優　アルゼンチンタンゴ
東海大学付属浦安高等学校　吹奏楽演奏

DATA OF THE CURRENT YEAR
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ガバナー語録

【公式訪問について】
　84クラブすべてを訪問して感じたのは、千葉県で生まれ育った私で
も、千葉県は改めて広いなあとの思いと、各クラブ、結構地域性があ
ることを知らされました。仕事がらか、クラブの細則が気になり、ＲI
定款、細則及び標準ロータリークラブ定款（いわゆる組織規定）に
違反しない限り、「推奨クラブ細則」を鵜呑みにしないで、クラブの
地域性や特色を生かしたものに変えられる旨、アドバイスしました。
　一方で、何年も見直しをしなかったため,当時でもありえない方式
や手続きが記載されており、驚愕しました。例えば、財務の項目で
は、「クラブの勘定書（出金）は～小切手をもってのみ支払う」などで
した。これら活動計画書に記載された誤った細則は古いクラブに多
かったような気がします。早急に改正するよう強力に促し、これが翌
年守られているかどうか、次年度宇佐見GEに引き継ぎ検証してもら
いましたところ、まずまず正常になったとのことでした。

【職業奉仕についての私見と心残り】
　GE時代の三大セミナーで語った（冊子に記載）私の職業奉仕に
対する考え方ですが、私はずっと以前から日本のロータリアンが大
好きな「職業奉仕」が、ＲI のプログラムからいずれ消え去るのでは
ないかと危惧しておりました。もともと職業奉仕は地味な奉仕活動
ですが、ＲIが30年前から、ポリオ・プラスをＲIの公式な最大目標と
し、人道的奉仕活動の名のもと、ロータリーの奉仕活動を、Ｒ財団
の補助金活動に軸足を移した時から、個人奉仕を理念とするロータ
リーの奉仕活動の性格が変容し、ロータリーが寄付団体と化したか
らです。加えて地区の運営上の組織構成であるDLPの義務化とクラ
ブへのCLPの押し付けは、職業奉仕委員会の位置づけを希薄化す
るものでした。
　私はロータリーの奉仕活動の原点ないし基本は職業奉仕にある
と考えていました。つまりロータリーは職業奉仕を中心とした奉仕す
る職業人たちの集まりであり、職業奉仕はロータリアンを正しく導く

地区大会 ガバナー挨拶

地区大会 会場

地区大会 張順立RI会長代理挨拶
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天空にある北極星だとも申し上げました。ロータリーが今日発展を
見たのは、地味ではありますが、燻し銀の如く光を放つ職業奉仕を
大事に育ててきたからですと。
　さような中、ロン・バートンRI会長が「職業奉仕を考える」と題し
てメッセージを寄せ「10月は職業奉仕を思い出すための月です」か
ら始まり「ロータリアンの中には忘れられた領域の奉仕と呼ぶ人も
いますが～」とまで言い出したのです。私はこのメッセージにショッ
クを受け、世界のロータリーの趨勢がよく理解できました。ですから
私がGE時代に語ったのは荒唐無稽ではなく、もはや職業奉仕は事
実上RIのプログラムからなくなるとの思いから、私見として「もとも
と職業奉仕はロータリアンの倫理道徳面を強調したものだから、奉
仕活動とは呼ばず、職業を通した自己研鑽委員会とでもすれば、生
き残れるのでは」と極論を述べた次第であります。

【地区事務所固定化の願い】
　我が地区ではガバナーの成り手がなく、クラブからの推薦もなく、
これはという人物がいても逃げられ、それを追いかけまわして、何と
かお願いするという時期が何年もありました。その原因の一つは、ガ
バナー事務所立ち上げの際の物心両面における負担にあると思っ
ていました。
　私のガバナー月信12号、（6月最終号）で、「私に一つ提案がありま
す」との書き出しで、同期のガバナーの中で地区事務所を有する地
区が、過半数を超えている事実と地区事務所設置の利点を縷々述
べて、事務所の固定化を訴えました。これに対し一部PDGから批判
ないし反対がありましたが、次年度宇佐見Gも同意見であったこと
から、宇佐見G年度から固定化に向けて動き出し、翌年櫻木G年度
に引き継がれ、今日に至りました。
　これが奏功してか、近頃ではクラブからの推薦もあって、常にガ
バナーデジグネイトまで、決まっているような状況で、地区大会での
某RI会長代理から素晴らしい地区だとの称賛を頂いたものでした。
それもこれも、ガバナー事務所を提供して下さった宇佐見PDG の
おかげです。

地区大会 記念講演 東国原英夫氏

地区大会 RI会長代理歓迎晩餐会

地区大会 アトラクション
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THE 2790 DISTRICT

GOVERNOR'S PROFILE

DISTRICT GOVERNOR
ガバナー

38

2014-2015

L i g h t  Up  R o t a r y
ロータリーに輝きを

宇 佐 見  透

1952年（昭和27年）4月19日生まれ

千葉幕張ロータリークラブ所属／酒精飲料

■略歴

千葉工業大学工学部卒業。株式会社宇佐美商店。

■ロータリー歴

1992年千葉幕張RC入会、2002～03年幹事、2005～06年会長。

2010～11年第3分区ガバナー補佐、2013年ガバナーエレクト。ポー

ルハリスフェロー、マルチプル・ポールハリスフェロー、ポール・ハリス・

ソサエティ、ベネファクター、米山功労者。

R.I. 会長
ゲイリー C.K. ホァン氏

■社会の出来事

【国内】
2014年
・�解釈改憲で集団的自衛権容認。
・�広島で土砂災害、住宅流され74人死

亡。
・�朝日新聞が記事取り消し、社長が引

責辞任。
・�御嶽山が噴火、57人死亡6人不明。
・�衆院選で自民圧勝。
・�日本人３人にノーベル物理学賞。

【海外】
2014年
・�香港民主派デモ隊、幹線道路を占拠。
・ノーベル平和賞にマララさん。
2015年
・世界各地でイスラム過激派のテロ。
・中東難民、欧州に殺到。

地区クラブ数 84（年度末）

地区会員数 2780

国際大会 サンパウロ 2015年6月6日ー9日

地区大会 アパホテル＆リゾート東京ベイ幕張ホール  
2015年2月21日ー22日

ゲスト ウィリアム RI 会長代理

記念講演 鈴木宗男氏「鈴木宗男の生きざま」

アトラクション
成底ゆう子ミニライブ
植草学園大学附属高校

「ブラスバンド演奏」・「バトントワリング」

DATA OF THE CURRENT YEAR



THE 2790 DISTRICT

39

2014-2015

ガバナー語録

【ガバナー年度を振り返って】

　「光陰矢の如し」ガバナーを終えて9年が経過した。10年ひと昔と

いうが昨今の「刻」はITと共に加速し、ついて行けない。2014年1月

13日、まだ米国カリフォルニア州サンディエゴで開催されていた国際

協議会へ緊張しながら参加した記憶だけが鮮明にある。驚きは、

入口に掲げられていると知らされていた看板がEnter to learn and 

Go forth to Serve 「入りて学び、出でて奉仕」からJoin Leaders, 

Exchange Ideas, Take Action「様 な々意見からまず行動せよ」に変

わっていた。

　ロータリーが結成された1905年から130年近くが経過したが、新

世紀となるミレニアムイヤー2000年にRIが発表したDLPは、1990年

代末の経済不況から始まった会員減少に対応すべく、クラブ組織の

改革を目指すものと理解していた。その後TRFから発表された「未

来の夢計画」では、シェアーシステムに基づくDDFが減額されたもの

の、使途に関しての裁量が地区財団委員会に委任され、地区内での

プロジェクト促進によるクラブ活性化が求められた。結果ロータリー

は次世代を見据えた新たな方向性に大きく舵を切ったと感じた。

　ゲイリーCK.ホァンRI会長は「LIGHT UP・ROTARY」をテーマ

に、地域社会でロータリーの存在感を高め130万人会員を目指そうと

呼びかけられ、新たに「ロータリーデー」が設けられた。以前の「陰

徳の美」をもって個 人々が社会奉仕に貢献する考えに加え、ロータ

リー活動が効果的に広報され、イメージ向上を目指すことで、地域

の方々やインター、ローターをはじめ新世代の若者に私達の活動を

知ってもらい、将来のローリアン育成を目指そうと提唱された。手始

めに家族内でロータリーファミリー拡大を掲げられたが、私自身は

馴染めず遠い理想の世界に思えた。

地区大会 記念講演 鈴木宗男氏

地区大会 ガバナー挨拶

地区大会 会場風景
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2014-2015

　ロータリーはここ数年DEI の下いくつかの施策に取り組んでき

た。だがコロナ禍が残るなかでの低迷感は依然強い。「他人任せか

らの脱出」を求められているが、十分な成果が期待できるかと言え

ばそうでもない。議論は理解できるが実践のうえでもう一歩踏み出

せていない様にも思える。ひたむきな熱い思いが、これからどんな

結果を生み出すのか、私自身の活動も問われるものの、信念を欠く

自身の活動では余程の自覚と努力が求められよう。

　西欧の哲人の言葉に「衆は虚偽なり」というのがある。決してたじ

ろがない倫理姿勢を持つことで初めて進むべき方向性が見えてくる

もので、そうでない個 人々が何も考えず周りの意見に従うだけでは

たちまち「虚偽」が現れるであろうと説いている。ロータリーの成長

を願うなら、謙虚に自己を見つめ、常に他人を思う気持ちを持つこと

こそ唯一の策と言えるのだろうが、自身も含め、あと一歩踏み出せ

ていない。

　新たな時代を迎えるため、今我々に問われているのだろう。

地区大会 RI会長代理歓迎晩餐会

地区大会 アトラクション

地区大会 アトラクション
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2015-2016

B e  a  g i f t  t o  t h e  w o r l d
世界へのプレゼントになろう

櫻 木  英 一 郎

1949年（昭和24年）8月19日生まれ

千葉ロータリークラブ所属／不動産賃貸

■略歴

早稲田大学商学部卒業。櫻木興行有限会社。

■ロータリー歴

2001年千葉RC入会、2008～09年幹事、2013～14年会長。

2014年ガバナーエレクト。マルチプル・ポールハリスフェロー、米山功

労者。

R.I. 会長
K. R. ラビンドラン氏

■社会の出来事

【国内】
2015年
・�安全保障関連法が成立。
・�ラグビーＷ杯で歴史的勝利。
・�辺野古移設、国が着工。
・�日本人科学者２人がノーベル賞。
2016年
・�日銀、マイナス金利を初導入。
・�熊本地震、死者150人超。
・�米大統領、歴史的な広島訪問。

【海外】
2015年
・�米軍、南シナ海で「航行の自由作戦」。
2016 年
・英国がＥＵ離脱決定。

地区クラブ数 83（年度末）

地区会員数 2779

国際大会 ソウル 2016年5月28日ー6月1日

地区大会 アパホテル＆リゾート東京ベイ幕張ホール  
2016年2月6日ー7日

ゲスト 無し（要請せず）

記念講演 川淵三郎氏「夢があるから強くなる」

アトラクション
カテリーナ　バンドゥーラ演奏
幕張総合高等学校 シンフォニックオーケストラ部
あべ静江 ミニコンサート

DATA OF THE CURRENT YEAR
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ガバナー語録

【青天の霹靂でガバナーに】
　クラブ会長年度の後半に地区では突然、ガバナーノミニー（GN）
不在の事態に。もろに影響を受ける宇佐見エレクト（GE）から頻繁
なGN就任要請メール攻撃。「クラブ会長任期の途中ではGNになれ
ません」断り続けたが「地区の非常事態には元祖クラブの会長が
責任を果たすべし」との理屈が通らない説得に負け、且つ我が千葉
RCの過去の負い目を雪ぐ爲に「デジグネート（GND）なら・・・」と受
諾。一か月の間にGNにすり替えられてすぐに次年度でGEに。途端
に慌ただしい毎日が始まった。千葉RCの皆さんにも多大なご苦労を
おかけしました。決定過程に参加してくれた会員諸共に感謝しかあ
りません。

【慣例からの脱却】
　地区委員の経験が全くなかった目で地区運営を見ると多くの不可
思議な慣例が見えた。パストガバナー（PDG）への過度な忖度、過
度に手間をかけた準備手続き、職業奉仕への過度な偏重、その他
諸 。々明らかに不要不合理な慣例は廃すことを心掛けた。これが多
くのPDGから疎まれる発端となったか？

【地区テーマ・原点を知り考える】
　原点とは伝統や慣例や先輩の言葉ではなく、ロータリー出発後
の歴史事実の集積である歴史そのものを言う。紛れもない事実の
背景とその後の影響を考える事で実態と真実が窺える。　
これはなかなか理解されなかった。

【五大奉仕は並列】
　職業奉仕はロータリーの基本である“Service”の一つ。５つの奉
仕分野に理念と実践活動がある。理念の探求は理念研究委員会
が、実践活動は奉仕プロジェクト委員会が受け持つ。これを地区
組織図にして発表した処、“職業奉仕を他と一緒にした”と多くの
PDGの逆鱗に触れたようだ。こう言う時代であった。

【ガバナー事務所の固定化に向けて】
　70％弱が固定化済、20％強が固定化で進行中、6％強が地理的条
件で断念。全国の地区へのアンケートの結果である。我が地区では
エレクト事務所の新設と引越しで100万円以上、採用した事務職員

地区大会 ガバナー挨拶

地区大会 会場

地区大会 記念講演 川淵三郎氏
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の教育に数か月。毎年のこんな無駄を回避するために諮問委員会
で事務所の固定化の計画を発表した処、「そういう苦労をするから
いいガバナーになれるんだ！！」PDGから総攻撃。“最終的には”固
定化ではなく継承という言葉を使う”ことで何となく決着を見た。

【ガバナー事務所の継承】
　諮問委員会の強い批判の中で青木GEが、“自宅と勤務先の中間
点にあるあの事務所を使う”という理屈で継承を表明。寺嶋GNは
強い圧力を受け乍らも“効率面を考えて自分の判断であの事務所を
使う”と明言。この二人の継承宣言により現在のガバナー事務所が
存在すると言っても過言ではない。

【RI 会長代理なしの地区大会】
　世界中の地区に会長代理を送るのに10億円以上かかります。よっ
て要請がない地区には派遣しません」ラビンドランRI会長Eの財政
難の訴えに応えて我が地区でも代理を要請しない事にした。同期
GEの多くがそうするかと思いきや、蓋を開けたら当地区のみ。「櫻
木さんがやるなら俺も」ともう1地区が同調。後日、何人もの同期Gの
述懐は「諮問委員会が怖くてやれなかった」どの地区でも諮問委員
会がGの足枷か？

【軋轢と援護】
　自らの信念に従った結果で多くのPDGとの軋轢が生じた。山田研
修リーダーの「ガバナーが思うようにやってよい」 関口サブリーダー
の「骨は俺が拾ってやる」の言葉に大いに励まされた。水面下での
文句、批判は梶原幹事長が受けてくれたと後で聞いた。皆さんの支
えでGE、Gの２年を過ごすことができた。感謝に堪えません。

【Service と奉仕の違い】
　Serveは自動詞、奉仕は他動詞。ここを間違えるとロータリーその
ものを間違える。

【未来の課題】
　進化し変化し続けるRIに対応するために地区やクラブの改革は
永遠に続く。“本当のロータリー”とは自分達が慣れ親しんだロータ
リーとは限らない。日本のロータリーの喫緊の課題は世界基準に追
いつくことだという感を禁じ得ない。

アトラクション 
ウクライナ民族楽器演奏家カテリーナ ミニコンサート

アトラクション 幕張総合高等学校シンフォニックオーケストラ演奏

アトラクション あべ静江 ミニコンサート
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2016-2017

R o t a r y   S e r v i n g   Hu m a n i t y
人類に奉仕するロータリー

青 木  貞 雄

1942年（昭和17年）5月6日生まれ

成田コスモポリタンロータリークラブ所属／学校法人

■略歴

学習院大学政経学部経済学卒業。日本航空㈱ 、同メキシコ・中南米

地区支店長、同貨物本部営業部長、日航貨物ターミナル㈱ 社長、学

校法人日出学園理事長・学園長、メキシコ日本商工会議所会頭。

■ロータリー歴

1998年成田コスモポリタンRC入会、2004～05年会長。2014～

15年第9分区ガバナー補佐、2015年ガバナーエレクト。

R.I. 会長
ジョン F. ジャーム氏

■社会の出来事

【国内】
2016年
・�天皇陛下、退位の意向示唆。
・�リオ五輪、過去最多41メダル。
・�安倍首相、真珠湾慰霊へ。
2017年
・�「共謀罪」法が成立。
・�将棋の藤井四段が29連勝。

【海外】
2016年
・�米大統領選でトランプ氏勝利。
・地球温暖化対策のパリ協定発効。
・韓国大統領の弾劾案可決。
2017年
・マレーシア空港で金正男氏暗殺。

地区クラブ数 83（年度末）

地区会員数 2808

国際大会 アトランタ 2017年6月10日ー14日

地区大会 成田ビューホテル / 成田国際文化会館  
2016年9月24日ー25日

ゲスト 渡辺好政 RI 会長代理

記念講演 寺島実郎氏
「世界情勢と日本経済の将来展望」

アトラクション
土屋囃子連 / 土屋青和会
JAL(JETS) チアダンス
伊藤咲子 ミニコンサート

DATA OF THE CURRENT YEAR
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ガバナー語録

【前段】
　ロータリー活動への識見に乏しく、かつ、クラブとして初となるガ
バナー就任要請を任期１年数ヶ月前に受けた私、及びクラブは、責
務遂行に向けてひた走った２年強でした。しかし、振り返ると、クラ
ブのロータリー活動への取組みが強化されると同時に、私自身、地
区内は元より、国内外に多くの知己を得ることが出来たこと等に対
し、感謝しています。

【2016 年規定審議会の結果と周知】
　就任直前の2016年4月開催の規定審議会で、会員増強を目的とし
たクラブの運営裁量権の大幅拡大が決議されたが、日本語版手続
要覧発行が遅れるため、桜木2015-16年度ガバナーと協力して改定
部分を中心に英語原文を和訳して各クラブに案内すると共に、公式
訪問の卓話の半分を新規定の説明・解説に費やした。
　入会金徴収の可否等、会員の理解取得に苦労した部分もあった
が、新規定に基づき、複数のクラブが例会を月２～３回に減らすと
共に、多くのクラブが祝祭日のある週の例会を休会とした。4 月開
催の規定審議会の結果は 5月末に英文で発表されるが、日本では、
現行手続きに基づき新規定を 7月に施行するのは無理があるので、
施行までに少なくとも半年の猶予期間を持って規定審議会を開催
すべきと考える。

【クラブの活動活性化と会員増強】
　RI会長の方針・指示をも勘案し、
1）�クラブ間の状況把握機会提供、及びロータリー理解促進と仲間

の拡大に注力すべく、公式訪問は、83クラブ中58クラブを25回の
複数クラブ合同、残り25クラブを単独で実施した。会員が少人数
でも奉仕活動に積極的なクラブ、ロータリーへの理解増進に熱
心なクラブ、会員間交流促進が中心のクラブ等、各々に特徴ある

地区大会 寺島実郎氏 記念講演

RI会長代理歓迎晩餐会　鏡開き

アトラクション 伊藤咲子　ミニコンサート
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活動を展開していたが、ロータリアンであることに感謝して活動
の活性化、及び志を同じくする仲間の輪の拡大を求めるRI会長
方針に基づき、これら全ての具現化に取組むようクラブにお願い
した。尚、ガバナー補佐には、地区が準備した担当クラブ別会員
推移、年齢別会員構成、年度別退会者と退会理由、出席率推移、
会員研修・奉仕活動・同好会活動等の実績、クラブが抱える課
題と目指す目標、及び地区への質問・要望事項等を含む書式へ
の記入、及び把握した担当クラブの課題解決への取組み等を求
めた。

2）�会員のロータリー活動理解及び関心の深化を通じて退会抑止を
図るべく、地区の情報及びRLI委員会の協力を得て、参加者主体
の分区別ロータリー情報研修会を開催した。

3）�これらの結果もあってか、年間の新会員274名に対し退会者が
242名で、会員は、純増32名でした。尚、企業の人事異動等が落ち
着いた2017年7月末の会員数は2,821名で、地区が目指した2,790
名を2010年7月末の2,813名以来、7年ぶりに達成した。

4）�ロータリー活動に対する理解者拡大に向けて新設した「学友会
委員会」を通じ、ローターアクター、ROTEX、ロータリー財団学
友、及び米山記念奨学生学友等の横の連携、及びロータリーとの
末永い関係構築を目的とする「ロータリーファミリー同窓会」を発
足させた。

【戦略計画委員会を通じた地区運営の継続的取組み】
　前年度半ばに計画委員会からスタートした地区戦略会議を、RI
会長の指示により「地区戦略計画委員会」に改称し、地区が抱える
課題等への長期的観点からの継続取組みを目指した。地区事務所
の固定化と拡充、地区運営指針集見直し、分区再編成を含むクラ
ブ別会員格差及び分区別クラブ・会員数格差への対応等につき検
討したが、地区運営指針集見直しを除き、課題の解決・結論は次年
度に引継いだ。

地区大会記念 ゴルフ大会

アトラクション　土屋囃子連 

アトラクション ＪＥＴＳ（ ＪＡＬ）
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2017-2018

ROTA RY:  M A K I N G  A  D I F F E R E N C E
ロータリー：変化をもたらす

寺 嶋  哲 生

1959年（昭和34年）9月14日生まれ

柏ロータリークラブ所属／教育文化協会

■略歴

日本大学大学院博士課程修了（歯学博士）。公益財団法人摘水軒記念

文化振興財団。

■ロータリー歴

1989年柏RC入会、1997～98年幹事、2004～05年会長。2016

年ガバナーエレクト。ポールハリスフェロー、マルチプル・ポールハリス

フェロー、ベネファクター、メジャー・ドナー、米山功労者。

R.I. 会長
イアン H.S. ライズリー氏

■社会の出来事

【国内】
2017年
・�森友・加計・日報、政権揺るがす。
・�衆院選で自民大勝、民進が分裂。
2018年
・�平昌五輪で最多メダル13個。
・�財務省が森友文書改ざん、20人処分。

【海外】
2017年
・�ＩＳ、拠点陥落で事実上崩壊。
・中国、習近平氏「１強」確立。
2018年
・朝鮮半島非核化、南北首脳が合意。
・米朝が史上初の首脳会談。

地区クラブ数 83（年度末）

地区会員数 2827

国際大会 トロント 2018年6月23日ー27日

地区大会 ホテル ザ・マンハッタン / ホテルニューオータニ幕張 
2018年2月24日ー25日

ゲスト 松宮剛 RI 会長代理

記念講演 小宮山宏氏
「プラチナ社会の達成とSDGsの実現」

アトラクション 柏ゴールデンホークス
パフォーマンス（チアダンス）

DATA OF THE CURRENT YEAR
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ガバナー語録

【ガバナー年度を振り返って】

　ガバナーを仰せ付かったあの年は、私の人生の中でも最も慌ただ

しい日々でした。そもそも地区ガバナーと40万人を超える人口を擁す

る都市の商工会議所会頭を兼務すること自体が無謀であったにも

関わらず、加えてそごう柏店の撤退が重なったこと。

　同店の入る商業ビルの地権者組合代表理事であり、管理会社の

代表取締役をも兼務する私以外にこの問題を解決できる人間はお

らず、連日、数十人に及ぶ地権者達・セブン＆アイホールディング・株

式会社そごう西武・三井不動産・行政との折衝が続きました。

　毎日続く公式訪問とロータリーの行事・会頭としての公務の合間

を縫って、次の土曜日の午前中は空いている、次の火曜日は16時に

帰社できる等 、々僅かな隙間は常に誰かと交渉しておりました。

そごう柏店の撤退が公表されたのは2016年3月、エレクトになる約3

か月前でした。

　一旦はガバナーを辞退しようと決心し、当時の櫻木ガバナー・青

木エレクトに申し出致しましたが、何人かの友人に励まされて結局

続けることに致しました。全てが終わった今となっては、ガバナーと

いう経験ができたことに感謝しています。しかしながらの心残りは、

ガバナーという任務に専念できなかったことではあります。

　ガバナーとして取り組みたかったことは、大きく二つありました。

一つは、奉仕の理念の整理です。

ロータリーの目的は職業倫理の啓発か、人道的奉仕の実践か。

往々にして二者択一であるかの如き議論がなされるこの問題に対

し、私は「理念と実践」とのテーマを以て表現させて頂きました。

歴史的に、他のどの団体に先駆けて職業倫理の重要性に気付き、こ

地区大会 ガバナー挨拶

地区大会 会場

地区大会 アトラクション
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れを推奨したロータリークラブの会員であることに私は誇りを持っ

ております。社会に貢献するに当たり、職業こそが最も重要な手段

であると今でも信じております。しかしロータリーの目的は、職業倫

理に留まらない。

　「Doing good in the world」とアーチ・クランフが呼びかけた

このシンプルな表現も、ロータリーの善意を象徴しております。

職業倫理と人道的奉仕は当然に並存でき、私はそれを「理念は実践

を否定せず、実践は理念を否定しない」と表現させて頂きました。

もう一つは、戦略計画の勧めです。

右肩上がりの経済成長が終わった日本において、単年度で交代する

リーダーを超えてリーダーシップは継続しなければならない。

私はこれを「不作為は衰退を招く時代」と表現し、「地区の戦略計

画委員会を機能させること」が私の最も大きなミッションであると申

し述べました。

現在、地区の戦略計画委員会が良く意思を疎通し、目指すべき方

向性と克服すべき課題を共有していることに、大きな感慨を抱き

ます。

　ともあれ、地区ガバナーが私にとってこの上ないロータリー体験

であった事に感謝しております。

地区大会 アトラクション

地区大会 RI会長代理歓迎晩餐会

地区大会 
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2018-2019

B E  T H E  I N S P I R AT I O N
インスピレーションになろう

橋 岡  久 太 郎

1958年（昭和33年）9月21日生まれ

佐倉中央ロータリークラブ所属／能楽

■略歴

法政大学法学部中退。橋岡會。

■ロータリー歴

1995年佐倉中央RC入会、1997～98年幹事、2001～02年、

2008～09年、2012～13年会長。2015～16年第11分区ガバナー

補佐、2017年ガバナーエレクト。マルチプル・ポールハリスフェロー、

ベネファクター、ポール・ハリス・ソサエティー、メジャードナー、米山功

労者。

R.I. 会長
バリー・ラシン氏

■社会の出来事

【国内】
2018年
・�オウム松本元死刑囚らの刑執行。
・�日産ゴーン会長を逮捕。
2019年
・�令和へ代替わり。

【海外】
2018年
・�韓国最高裁、徴用工への賠償命じる。
2019年
・イチロー引退、国民栄誉賞は辞退。
・ノートルダム大聖堂炎上。
・英ＥＵ離脱で混迷、選挙で決着。
・米大統領、初の北朝鮮入り

地区クラブ数 83（年度末）

地区会員数 2872

国際大会 ハンブルク 2019年6月1日ー5日

地区大会 ホテル ザ・マンハッタン / ホテルニューオータニ幕張 
2018年10月27日ー28日

ゲスト 櫻井権司 RI 会長代理

記念講演 村田吉弘氏「世界遺産 和食の美学」

アトラクション 千葉女子高等学校オーケストラ部 演奏
飯田久美子ミニコンサート

DATA OF THE CURRENT YEAR



THE 2790 DISTRICT

55

2018-2019

ガバナー語録

【ガバナー年度を振り返って】

　「おまーく」この掛け声で五色の揚幕が上がり能のシテ（主役）

は舞台に出て行きます。2018年7月1日まさに私は「おまーく」を心に

響かせていた自身の充実した愉しい記憶が蘇ってまいります。

　年度初めにバリー・ラシンRI会長は「インスピレーションになろ

う」というテーマを掲げられました。さらに会員数の低迷と高齢化を

危惧し、各クラブのロータリアンが新しいアイデアに基づいた発想

転換を行い、ロータリーを活性化することが重要であると述べ、RI

ビジョン声明「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中

で、持続可能な良い変化を生むために、人々が手を取り合って行動

する世界を目指しています」を発表いたしました。

　世界のロータリーは、激動変革の時代を迎えています。日本のロー

タリーもその流れから外れる事は許されません。しかし、日本のロー

タリーが100年以上の歴史の中でロータリー創世以来の理念を忠実

に守り実践してきた良き伝統を誇りに思い、胸を張って継続してい

くべきだと考えました。伝統とは、継続してきた旨を理解し守るもの

ですが、同時に立ち止まってはいけないものでもあります。そこで私

は地区テーマを「伝統と未来 ～誇りと連帯感～」とし「インスピレー

ションになろう」を地域で、地区で、世界で、それぞれの感動・心を打

つ、魂を揺さぶる新たなる人道的サービスに取り組みました。

　「伝統」とは、ロータリーの110余年にわたる歴史と「４つのテス

ト」という価値観を表し、他の団体との明確な違いを象徴していま

す。「未来」とは「レガシー・ポリオゼロ」という目標であり「誇り」と

は、ロータリーが世界中の前向きな素晴らしい人々が集う団体であ

ることを感じること。「連帯感」とは、地域や世界で貢献している会

員たちが信頼と友情で結ばれていることを表しました。

　また、2018-19年度は、平成から令和へと元号の改元を経験した

歴史に残る年度となりました。「令和」は、日本最古の和歌集「万葉

地区大会 ガバナー挨拶

地区大会 会場風景

地区大会 RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会
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集」の一節で、天平二年（728年）に太宰府の大伴旅人の屋敷で催さ

れた「梅花の宴」で詠まれた三十二首の序文から採られました。中国

の史書からではなく、初めて国書に典拠を持つ極めて意義のある元

号です。「令和」の「和」から新時代も、日本の良き心、「和」の心を

伝えて行くべきだと思いました。まさに国際ロータリーが求める世界

平和の原点が「和」ではないでしょうか。

　公式訪問では、83クラブ、計41回の公式訪問で皆樣のクラブを訪

問させて頂き、各クラブの個性あふれる充実した活動内容や地区の

運営に対するご意見を伺うことができ、忙しくも非常に愉しく有意

義な日々でした。

　RI会長代理に櫻井 権司（RID2580 PDG 東京武蔵野RC）氏を

お迎えいたしての地区大会では、和食のユネスコ世界無形文化遺

産登録の立役者でもある「菊乃井」主人 村田 吉弘師を記念講演

の講師としてお招きし、高級な懐石料理ではなく、おばあちゃんが

作る普通のご飯を世界の遺産に登録することで、日本人の伝統的

な食文化を守り未来につなぐという貴重なご講演を頂きました。ま

さに「伝統と未来」について、食文化を通じてご理解頂けたのでは

ないでしょうか。

　さらに2018-19年度は、ローターアクトクラブが、３クラブ （千葉

マリーンRAC、鴨川 RAC、佐倉中央RAC）誕生いたしました。日本

のロータリーは無論、世界のロータリーは次世代を担う若い力と女

性の参加を求め必要としています。

私の仕事上の教えに、世阿弥の「稽古は強かれ、情識はなかれ」と

説く言葉があります。「情識」は、傲慢とか慢心といった意味かと存

じます。稽古も舞台も、厳しい態度で勤め、決して傲慢になってはい

けない。

　ロータリーも、奉仕の心、親睦の心、ともに誠心誠意の心がけで

望んでこそ愉しくも充実した物になるのではないかと思います。

　これからも、皆樣と素晴らしきロータリーの未来を築いて参りた

く存じます。

アトラクション 千葉女子高等学校オーケストラ

アトラクション 飯田久美子ミニコンサート
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2019-2020

ROTA RY  C O N N E C T S  T H E  WO R L D ！
ロータリーは世界をつなぐ

諸 岡  靖 彦

1947年（昭和22年）10月14日生まれ

成田ロータリークラブ所属／和菓子製造

■略歴

慶應義塾大学経済学部卒業。米屋株式会社。

■ロータリー歴

2005年成田RC入会、2008～09年幹事、2010～11年会長。

2017～18年第9分区ガバナー補佐、2018年ガバナーエレクト。R財

団メジャードナー、米山功労者第11回メジャードナー。

R.I. 会長
マーク·ダニエル·マローニー氏

■社会の出来事

【国内】
2019年
・�京アニ放火殺人36人死亡。
・�台風・豪雨で甚大被害。
・�ラグビーＷ杯で列島熱狂。
・�消費税10％に、軽減税率導入。
・�首里城火災、正殿など焼失
・ゴーン被告、不法出国。
2020年
・�「チバニアン」正式決定＝千葉の地層、
地質時代名に。

・�幕尻の徳勝龍が初優勝＝大相撲初場
所、大関豪栄道が引退。

・�新型肺炎でクルーズ船が横浜港停泊。
・�政府、2週間のイベント自粛要請＝新型

肺炎
・�新型コロナ感染で志村けんさん死去。
・�新型コロナで緊急事態宣言。
・�夏の甲子園中止＝コロナ禍で戦後初。

【海外】
2019年
・�笑顔の渋野、メジャー制覇。
2020年
・中国・武漢で新型肺炎発生。

地区クラブ数 82（年度末）

地区会員数 2814

国際大会 バーチャル大会 2020年6月20日ー26日

地区大会 アパホテル＆リゾート〈東京ベイ幕張〉/ ホテル ザ・マンハッタン 
2020年2月8日ー9日

ゲスト 北清治 RI 会長代理

記念講演 山田賢氏「千葉から考えるグローバルとローカル」

アトラクション 千葉交響楽団コンサート
成田高等学校・同付属中学校音楽部 演奏

DATA OF THE CURRENT YEAR
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2019-2020

ガバナー語録

【ロータリーの未来を形づくるのはクラブです】

　刻一刻と変化する現実に対応するために、ロータリーはよりクラ

ブに注力してゆかなければなりません。地域に根ざすクラブは柔軟

性と刷新性をもって、戦略計画を立て、地域の可能性を求めて、誇

りを取り戻さなければなりません。地区ロータリーを元気にするた

めの数値目標です。地区 3,000 会員、300 女性会員、30 会員未満

のクラブの基盤強化、3クラブ（RC でもRAC でも衛星クラブでも）

新設を目指します。そしてロータリーから千葉を元気に！しましょう。

【人物の成長は心・技 ･ 体で決まる、ロータリークラブも…】

　人は心・技・体に余力が生じれば、年齢にかかわらず成長すること

ができます。RCの盛衰も、人物の成長と同様ではないでしょうか。人

は自身の成長を自覚できるうちは自信を持って生きていられます。し

かしあなたのクラブ、あなたの事業や地域社会や家庭はつねに順調

に成長の一途をたどってゆけるものでしょうか？

　人は誰しも体力か精神力か経済力のいずれかの余力を失うと迷

い、悩み、もがくことになります。体力の衰えは健康診断でつかみ、医

師の指導で正常に近く戻すことができます。クラブ会長はまず、クラブ

の心・技・体の健康状態をつかむべきです。クラブの心・技・体が健

康であってこそ、地域社会に意義ある奉仕活動が出来るからです。

【元気なクラブを創りましょう…CLP のすすめ】

　RI はクラブに対して、効果的なクラブ管理の枠組みを示し、クラブ

を強化するモデルプランを推奨しています。これが CLPクラブリーダー

シッププランです。他方、RI は地区がクラブを支援するための組織

基盤として、DLP 地区リーダーシッププランの採用を義務づけていま

2019-20　諸岡靖彦ガバナー年度
第2790 地区研修三委員会（研修・理念研究・RLI 推進）企画運営

『地区先達と語る「私のロータリー」の夕べ』
　地区先達：第１回　圡屋　亮平　ＰＧ　
　　　　　 第２回　白鳥　政孝　ＰＧ

ガバナー夫妻とRI会長夫妻
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2019-2020

す。クラブが戦略計画を立案するプロセスで CLPを導入することは、

会員数の多少にかかわらず、クラブの管理運営面に確かな骨格を与

え、クラブに旗印を掲げさせて、クラブの個性を明らかにしてゆきます。

クラブにCLPを定着させることこそが、本来の地区の役目です。

【青少年月間に寄せて…若い世代の行動力に期待する】

　いま現在、私たちは地球的規模で人類の危機に瀕しています。い

ま現在、私たちは新型コロナウィルスの感染を抑えるために、団結して

闘っています。ロータリーには青少年を支援してきた長い歴史がありま

す。コロナの嵐が去った後の空白を埋めてゆくためにも、今から私たち

は若い世代の行動力に期待し、準備し、構想してゆかねばなりません。

【ロータリー運動の神髄は受け継がれる…地区大会にて】

　貧しても鈍することのないよう、心の拠り所としてロータリーを役立て

て欲しい。見えない未来に向けて、ロータリー・リーダーは ｢闇夜の

一灯｣となって欲しい。暗い足下には、ロータリーの灯（中核的価値観）

を点して、一歩一歩の歩みは遅くとも、前に、前に、着実に歩を進め

て欲しい。そしてロータリーの友情を受け継いでいって欲しい。

【RLI が私を ｢とりこ｣ にした…私の RLI との出会い】

　『ロータリーの友』への寄稿：「ガバナーのロータリー・モーメント」

大震災の年の12 月のことでした。クラブの研修委員長として地区研

修セミナーに出席したときのことです。参加者が 10 名程度の小グ

ループに分かれて、コの字型のテーブルを囲み、テーブル・ディス

カッションに臨みました。DL の巧みなリードと不意の質問に応えて

いるうちに、頭の中がカァーっと熱くなる感じを覚えました。この瞬

間が私の Rotary Moment だったのです。ロータリーにはこんな刺

激的な研修プログラムがあったのか！それは新鮮な驚きでした。

地区大会 大懇親会
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2020-2021

R o t a r y  O p e n s  O p p o r t u n i t i e s
ロータリーは機会の扉を開く

漆 原  摂 子

1964年（昭和39年）12月13日生まれ

勝浦ロータリークラブ所属／ホテル

■略歴

学習院大学文学部卒業。ビーエイチエス株式会社代表取締役。

■ロータリー歴

2008 年勝浦 RC 入会、2011～12 年幹事、2015 ～16 年会長。

2019 年ガバナーエレクト。メジャードナー、ベネファクター、ポール・

ハリス・ソサエティー、米山功労者。

R.I. 会長
ホルガー・クナーク氏

地区クラブ数 82（年度末）

地区会員数 2735

国際大会 台北 2021年6月12日ー16日
（オンライン開催）

地区大会 アパホテル＆リゾート〈東京ベイ幕張〉
2021年5月9日

ゲスト 本田博己 RI 会長代理

アトラクション 椿拓也 「オープニング和太鼓演奏」

DATA OF THE CURRENT YEAR
■社会の出来事

【国内】
2020年
・�安倍首相が辞任表明。
・�菅内閣が発足。
・�はやぶさ２のカプセル回収。
2021年
・�１都３県に緊急事態宣言=新型コロナ。
・�３度目の緊急事態宣言＝新型コロナ。
・�松山がメジャー制覇＝マスターズゴルフ。

【海外】
2021年
・バイデン米大統領就任。
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2020-2021

ガバナー語録

【パンデミックのはじまり】

　2020年1月末、サンディエゴでの6泊7日にわたる国際協議会から

帰国してほどなく、新型コロナウイルスによるパンデミックが緩やか

に始まりました。予防手段も治療薬も皆無の状況でしたが、２月３

月には検温の徹底・消毒体制を完備した上で、何とか第1回会長エ

レクト研修セミナー及び地区チーム研修セミナーをインパーソンに

て開催、しかし第2回会長エレクト研修セミナーそして地区研修・協

議会につきましては、前代未聞のオンライン配信という形を取らざ

るを得ませんでした。クラブ例会開催もままならぬ中、当時の諸岡

靖彦ガバナーとご相談の上、地区から一部補助金を拠出する形で、

今では当たり前となったZOOMセミナーを数回に分けて開催、クラ

ブ代表や委員会代表の皆様のご参加には、コロナ禍に負けずTake 

Actionの気概を大いに感じたものでした。

【地区内グループ再編に関して】

　地区内グループのクラブ/会員数の平準化そしてガバナー補佐の

任務の公平化を図り、かねてより地区組織のグループ再編会議の

中で検討されてきた新しいグループ編成につきましては、諸岡ガバ

ナー年度の最後に招集された6月末の地区戦略計画委員会で採択

され、皆様への発表は漆原年度の7月となりました。その後地区内

の皆様から多くのご意見を頂戴し、結果実施を延期とさせていただ

きました。再編成に同意いただいた方 、々そして反対意見を表明い

ただいた方々には、それぞれに大変申し訳ない所存でございます。

お叱り、ご批判を受けるのは、当該年度のガバナーとして当然のこと

と受け止めておりましたが、最近は、当時反対のご意見をいただき

ました本当に多くの会員の皆様から個別に、「あの折は済まなかっ

た」といったお言葉を多々いただき、恐縮しておりますと共に、ロー

タリーの寛容の精神を改めて身に染みて感じた次第です。

地区大会 ガバナー挨拶

地区大会 会場内と生配信の映像関係

地区大会 会場の映像関係
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2020-2021

【パラダイムシフトの中で】

　さてその後もコロナの波は幾度となく襲いかかり、私たちの生活

はもとより、ロータリーの諸活動も大きく制限を受け続けました。ク

ラブの例会そして地区各種セミナーやRLIにおいても、皆様の強い

モチベーションにより、オンライン開催の導入が徐々にスタートしま

した。既存の概念や価値観が劇的に変化することをパラダイムシフ

トと言いますが、全世界のあらゆる活動において、正にこの年度は

パラダイムシフト、このようなタイミングに立ち会うということは、人

生において度 あ々るものではありません。そんな中で、年度RIテーマ

「ロータリーは機会の扉を開く」を踏まえ、地区内クラブの皆様は、

あらゆる変化や困難に対して、新たな機会の扉を見出し実践に向け

て努力をされ続けましたことに敬意を表する次第です。

【心よりの感謝】

　結びにあたり、GND時代から、若輩に加え浅学菲才の私をご丁

寧にご指導いただきました地区研修リーダー・青木貞雄パストガバ

ナーには、言葉では言い表せない程の感謝の気持ちで一杯です。加

えて、1年半にわたりご協力いただいた14名のガバナー補佐の皆様、

そして地区チームの皆様には、あらゆる意味で特別な年度となりま

したが、多大なご尽力を賜りました事に、改めて敬意と感謝を表す

る次第です。また勝浦の幹事団の皆様には、３大セミナーを皮切り

に公式訪問への帯同を含め、一丸となって支えていただきました事

に、この場を借りて御礼を申し上げます。良い意味で、勝浦の会員と

地区との距離が縮まり、今では毎年複数名の会員が地区委員のお

役目をいただいております。そして最後に、波乱万丈な年度となりま

したが、各所で叱咤激励をいただきました地区内クラブの全ての会

員の皆様には、心より感謝を申し上げます。ひとりの人間として、数々

を学ぶ事が叶いました。ありがとうございました。

地区大会

米山記念奨学生の視察研修事業

ロータリー学友による被災復興チャリティコンサート
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2021-2022

S E RV E  TO  C H A N G E  L I V E S
奉仕しよう　みんなの人生を豊かにするために

梶 原  等

1960年（昭和35年）9月2日生まれ

千葉ロータリークラブ所属／建築設計

■略歴

千葉県立市川工業高等学校建築科卒業。株式会社環境設備計画代表

取締役。

■ロータリー歴

2003年千葉RC入会、2015～16年幹事、2018～19年会長。

2020年ガバナーエレクト。マルチプル・ポールハリスフェロー、ベネ

ファクター、ポール・ハリス・ソサエティー、米山功労者。

R.I. 会長
シェカール・メータ氏

地区クラブ数 82（年度末）

地区会員数 2674

国際大会 ヒューストン 2022年6月4日ー8日

地区大会 アパホテル＆リゾート〈東京ベイ幕張〉
2021年10月31日

ゲスト 中川高志 RI 会長代理

記念講演 安藤忠雄氏「街は人がつくる－コロナを越えて」

DATA OF THE CURRENT YEAR

■社会の出来事

【国内】
2021年
・�熱海で大規模な土石流。
・東京オリンピック・パラリンピック開幕。
・�自民新総裁に岸田氏。
・�横綱白鵬が引退。
・�岸田内閣発足。
・�眞子さま結婚＝小室さんと婚姻届、皇籍

離脱。
・オミクロン株、国内初確認。
・�新庄監督が就任＝プロ野球・日本ハム。
・�大谷、満票でMVP＝大リーグ。
2022年
・�北京オリンピック開幕、日本のメダル、過

去最多18個。
・�ロッテ佐々木朗希が28年ぶり完全試合

＝プロ野球。
・�知床半島沖で観光船が沈没。

【海外】
2022年
・�ロシア軍、ウクライナ侵攻。
・尹錫悦新大統領就任＝韓国。
・�スウェーデンとフィンランド、NATO加盟

申請。
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ガバナー語録

【ガバナー年度を振り返って】

　地区のグループ再編、ガバナー補佐（以降ＡＧ）の任命といった
課題を抱えながらのガバナー年度のスタート、更には新型コロナウ
イルスの蔓延が収まらず、行動制限がかかっている中でとても制約
がある1年間であった。
　2015-16年度の地区幹事長という役職を経験し、当時からガバ
ナー事務所（地区事務所）の固定化の問題や地区組織の在り方
などを検討せざるを得ないポジションを経験した中での地区ガバ
ナーであった為に通常の年度とは随分違う運営をする形になった
のだと思う。
　初めて参加したＧＮＴＳではレクチャーの中で推奨組織図（これは
ＲＩからの資料）において職業奉仕委員会たるものが記載されてい
ない事に疑問を抱きその研修で質疑をしたことを覚えている。この
推奨組織図では職業奉仕委員会が記載されていないがこの委員会
は無くても良いものかと。そうしたらレクチャー担当の研修リーダー
からの回答はいや設けた方が良いでしょう。この様な回答でありこの
段階でＲＩ或いは世界のロータリークラブと日本のロータリークラブ
の違いを大きく感じたことは今でも強い記憶として残っている。
これで地区組織の在り方を今一度見直す大きなきっかけになった
訳である。当然この時点では地区のグループ再編やガバナー補佐の
選出課題などは考えてもいなかった訳であるが。
　その後、現地開催が叶わない中でＲＩ史上初のオンライン国際
協議会を同期のガバナー達と経験しＷＥＢによる同期ガバナーとの
ミーティングがきめ細かく開催され様 な々意見交換・情報交換をで
きたのはコロナの影響が良い形に表れたという事であった。
　これにより我が2790地区では初の地区リーダーシッププラン（Ｄ
ＬＰ2021-22版）を発刊することが出来、これを基にガバナー補佐研
修を集中的に行い本来の地区運営をガバナー補佐の方々に良く理
解してもらえる事となった。

地区大会 ガバナー点鐘

地区大会 会場風景

地区大会 記念講演 安藤忠雄氏
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その功績はポリオ根絶の事業として世界ポリオデーである10月24日
に地区として初の地区事業である「成田山ポリオ根絶イベント」を
大々的に開催することが出来た。更には地区内の各所で同日にグ
ループ単位或いはクラブ単位で県内の各神社、寺院等で地区と同様
のポリオ根絶祈願事業を開催して頂いた事は我が地区としても今ま
でには無い大きな成果であったと思う。これは確実にDLPの意味を
AGの方々が十分に理解されそれを行動に移して頂いた結果であっ
た。更には地球環境保全プロジェクトとしてもポリオ根絶イベント同
様に各エリアごとにAG主導のもと積極的な活動をして頂けたことは
ガバナーとして本当にありがたい実績に繋がった。特に情報研究会
やIMも複数のグループが一緒になって取り組んで頂ける形を各エ
リアで展開されその成果が2022-23年度2023-24年度以降にもつな
がっていることが良い結果であったと確信する。
　更には地区のビジョン・戦略計画も2022-23小倉ガバナー年度の地
区大会で採択することが出来た事も2021-22年度の地区戦略会議に
てコツコツと積み上げてきたものを継承して頂けた訳である。
　この様に地区のDLPを成文化しAG・地区委員の方々にそれを
理解頂き、具体的な行動そして継続へと歩むことが出来たこと
は、年度当初（GEの時からでもあるが）からグループの再編やAG
選出の課題に前向きに取り組んで来た結果であると自負するとこ
ろである。
　かつて2014-15～2015-16年度にガバナー事務所を地区事務所とし
て機能させていかなければならないという宇佐見PDG、櫻木PDG
の大きな決断それを継続運営された以降歴代のパストガバナーの皆
様が事務所として機能させてきたことの積み重ねのお陰でもある。
G再編、AG任命の事では私の直前、漆原PDGと共に地区内を駆け
巡り本来の地区組織の在り方をクラブの皆さんに理解いただける様
に一緒に走ってきた事も大きな要因であった。
　DLP、地区組織に一石を投じたガバナーとして賛否はあったが前
進する現在の地区組織を見送りながら自分自身の中で満足できた
ガバナー年度であったと確信する。

第2790地区財団学友50周年記念式典

ポリオデー護摩祈願

米山奨学生　終了式・歓送会
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2022-2023

I M A G I N E  ROTA RY
イマジン ロータリー

小 倉  純 夫

1953年（昭和28年）2月8日生まれ

松戸ロータリークラブ所属／弁護士

■略歴

中央大学法学部法律学科卒業、裁判官任官、わかば法律事務所所長、

千葉県弁護士会会長、日弁連理事、千葉大学法科大学院講師、千葉

商科大学大学院客員教授、松戸市公平委員会委員長、松戸調停協会

会長、千葉県人事委員会委員。

■ロータリー歴

1993年松戸RC入会、1994〜95年幹事、2006〜07年会長、

2016〜17年第12分区（現13分区）ガバナー補佐、2020年～21年

ロータリー財団地区統括副委員長、2021年～22年ガバナーエレク

ト、メジャードナー、ベネファクター、米山功労者。

R.I. 会長
ジェニファーE,ジョーンズ氏

地区クラブ数 83（年度末）

地区会員数 2675

新設クラブ 千葉コネクトロータリー衛星クラブ

国際大会 メルボルン 2023年5月27日ー31日
千葉ナイト開催 5月27日 

地区大会 ホテル ザ・マンハッタン/アパホテル＆リゾート 東京ベイ幕張
2022年10月8日ー9日

ゲスト 柳生好春 RI 会長代理

記念講演 高橋英樹氏　「俳優活動とロータリーの精神」

アトラクション
リマト室内合奏団　弦楽四重奏
大原保人スパージャズクァルテットwith渡辺真知子ジャズコンサート
千葉から世界を変えるフェスタ　大物産展

DATA OF THE CURRENT YEAR

■社会の出来事

2022 年 7 月～ 2023 年 6 月
【国内】
1.安倍元首相が銃撃され死亡、9月に国葬
2.�宮城県仙台育英高校が甲子園夏大会初

優勝＆東北勢初優勝
3.円安、日銀24年ぶり為替介入
4.�WBC侍ジャパン3大会ぶり世界一、
MVPに大谷翔平

5.LGBT理解増進法が成立

【海外】
1.エリザベス英女王死去、在位期間は70年
2.W杯カタール大会　日本ベスト16
3.�大谷2桁勝利2桁本塁打達成　ベーブ

ルース以来104年ぶり
4.トルコ・シリアでM7地震、死者5万人超
5.�新型コロナ時勢に区切り、WHOは緊急

事態宣言を終了
6.�G7広島サミット開幕　G７首脳そろって

原爆慰霊碑に献花



THE 2790 DISTRICT

71

2022-2023

ガバナー語録

【RI テーマと地区スローガン】

　2022-23年度RI初の女性会長ジェニファー・E・ジョーンズ氏は、
「IMAGINE ROTARY」をテーマに掲げ「ロータリーが世界に
もたらす変化を想像して大きな夢を描き、その実現のためにロー
タリーの力と繋がりを生かすような行動をしよう」と呼びかけまし
た。このテーマを受けて私は、地区スローガンに「ロータリーの
仲間との信頼を繋ぎ、千葉から世界を変えていこう！」を掲げまし
た。ロータリーは楽しくなければ、続けることは出来ません。仲間
との信頼（親睦）を通して、地域、そして世界で良いこと（奉仕）を
していこうということです。

【DEI】

　DEIとは、クラブが様々な経験やアイデンティティを持つ人々の
入会を奨励し、入会後もその会員を温かく向かい入れ、支えてい
くための環境を育てていきましょうということです。これを一言で
言えば「寛容」ということです。

【元気なクラブとは】

　ガバナーの最大の任務は、地区内全クラブを活性化すること、
元気なクラブづくりを支援することに尽きます。
　私の考える「元気なクラブ」とは、①明確な目標があり、それに
向かって会員同士が協力し合って活動している②会員間のコミュ
ニケーションが取れていて、風通しが良く、相互の交流が活発で
ある③例会が楽しく充実していて、情報の受発信が行き届いてい
る、ということです。

【地区スローガンの実践】

　2022-23年度最大の成果は、地区戦略委員会で以下の通り「地
区ビジョン」「戦略計画（省略）」を策定し、2022年10月8日の地区



THE 2790 DISTRICT

72

大会において決議したことです。
　地区ビジョン：「私たちは、ロータリーの『奉仕の理念』に基づ
き、ロータリーを楽しみながら、地域社会でそして世界で、持続可
能なより良い未来を目指して奉仕を実践し、行動していきます」　
これを受けて地区内クラブ、ロータリアンお一人お一人が主役とな
り、各クラブがビジョンとその実現のための行動計画を立て、クラ
ブの仲間との信頼を繋いで、より良い未来を想像しながら奉仕の
理念を実践し、千葉から世界を変えていくことを目指しましょう！

【ロータリーの不易流行】

　ロータリーは、親睦と奉仕を車の両輪として発展してきました。
そして、このことはどのような時代になっても変わらないものです。
ここ数年来、ＳＲＦ（ロータリーの未来形成）が話題になっていま
すが、たとえ第2790地区という組織が無くなったとしても、ロータ
リーの基本は変わるはずがありません。
　確かに1905年の世界とは人口動態も変わり、変化のスピードも
加速し、テクノロジーでの繋がりや奉仕の機会が生み出されては
います。しかし３年間に及ぶコロナ禍の中で、改めて会員が一堂
に会して開かれる例会の素晴しさ、楽しさを感じることが出来ま
した。
　我々ロータリアンは、1905年のシカゴの街で、青年弁護士ポー
ル・ハリスが何故ロータリーを作ったのかと尋ねられて「寂し
かったから」と答えて以来、仲間との親睦（Fellowship）を育み、
やがて奉仕（Service）に目覚めてから、今や世界中の志を同じ
くする仲間との世界的ネットワークで繋がる大組織に発展させて
きました。
　「親睦」と「奉仕」そして「高潔性」「多様性」「リーダーシッ
プ」という中核的価値観は不変のものです。
　「温故知新」の精神をもって過去を敬い、未来を想像しなが
ら、現代に生きる我々は時代に即したロータリーを考え続けるこ
とが必要です。

2022-2023
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小
川
　
一

（
松
戸
）

地
区
幹
事

大
原
　
哲
也

地
区
幹
事

岩
瀬
　
朋
彦

（
松
戸
）

第
１
２
グ
ル
ー
プ
野
池
　
尚
美

第
１
１
グ
ル
ー
プ
猫
田
　
岳
治

（
柏
南
）

相
賀
　
賢
太
郎
（
松
戸
）

第
１
３
グ
ル
ー
プ

（
佐
倉
中
央
）

内
藤
　
定
雄

（
千
葉
若
潮
）

（
松
戸
）

第
１
４
グ
ル
ー
プ
林
　
剛
史

（
野
田
東
）

地
区
幹
事

芝
田
　
安
弘

（
松
戸
）

髙
橋
　
竜
一

（
松
戸
東
）

伊
藤
　
愛
彦

（
千
葉
若
潮
）

地
区
幹
事

谷
内
　
久
徳

地
区
幹
事

堀
井
　
猛
志

（
松
戸
）

福
田
　
秀
人

地
区
幹
事

杉
浦
　
弘
明

（
松
戸
）

地
区
幹
事

岡
村
　
徳
久

（
松
戸
）

地
区
幹
事

村
上
　
恵
理
也
（
松
戸
）

地
区
幹
事

木
村
　
健
二

（
松
戸
）

大
越
　
竜
美

（
松
戸
東
）

（
千
葉
若
潮
）

時
田
　
清
次

漆
原
　
摂
子

（
勝
浦
）

森
　
秀
樹

（
柏
南
）

地
区
幹
事
(2
3
-
2
4
地
区
幹
事
長
）
大
木
　
英
之

（
市
原
中
央
）

稲
葉
　
の
り
ひ
さ
（
松
戸
西
）

宮
川
　
光
生

（
千
葉
）

（
浦
安
）

寒
郡
　
茂
樹

（
富
里
）

富
山
　
保
昭

（
千
葉
幕
張
）

荒
井
　
光
江

堀
内
　
正
人

顧
問

圡
屋
　
亮
平

（
松
戸
）

（
木
更
津
東
）

山
本
　
美
代
子
（
習
志
野
中
央
）

山
藤
　
利
夫

（
富
里
）

（
市
川
東
）

加
藤
　
隆

（
千
葉
東
）

コ
・
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ

松
戸
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

板
津
　
守

（
柏
）

星
本
　
慎
児

（
鎌
ヶ
谷
）

ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ

松
戸
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

実
行
委
員
長

中
山
　
政
明

（
松
戸
）

大
会
名
誉
会
長

小
寺
　
眞
澄

（
成
田
）

矢
野
　
理
恵

（
成
田
）

松
戸
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

コ
・
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ

松
戸
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

小
泉
　
勝
司

（
松
戸
）

松
戸
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

栗
原
　
洋
一

（
千
葉
北
）

神
　
正
臣

（
柏
南
）

大
会
会
長

（
成
田
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
）

神
﨑
　
誠

（
松
戸
北
）

（
柏
西
）

竹
井
　
志
麻
子

佐
野
　
正
子

（
浦
安
）

久
我
　
守
正

（
勝
浦
）

実
川
　
喜
夫

（
松
戸
中
央
）

実
行
委
員
長

伊
原
　
清
良

（
松
戸
）

一
般
財
団
法
人
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
日
本
青
少
年
交
換

折
田
　
絋
幸

（
船
橋
）

（
松
戸
）

地
区
幹
事

横
堀
　
喜
一
郎
（
茂
原
中
央
）

大
会
名
誉
会
長

コ
・
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ

藤
崎
　
直
也

（
成
田
）

コ
・
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ

内
村
　
愛

（
勝
浦
）

石
引
　
美
貴

（
市
川
南
）

地
区
幹
事

（
富
里
）

（
松
戸
北
）

地
区
幹
事

井
奥
　
俊
博

（
松
戸
中
央
）

本
田
　
修

冨
　
一
美

（
成
田
空
港
南
）

松
丸
　
隆
一

（
柏
）

大
山
　
尋
美

（
成
田
）

齋
藤
　
初
美

（
佐
倉
中
央
）

小
椋
　
伸
也

地
区
幹
事

圡
屋
　
亮
平

（
松
戸
）

斎
藤
　
重
久

（
松
戸
）

（
千
葉
幕
張
）

松
永
　
達
人

平
野
　
伸
一

永
野
　
知
英

浅
野
　
肇

ロ
ー
タ
リ
ー
平
和
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
委
員
会

グ
ロ
ー
バ
ル
補
助
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

桑
野
　
博
之

（
成
田
）

藤
﨑
　
康
人

（
成
田
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
）

森
正
　
浩
造

大
塚
　
精
一

社
員

宇
佐
見
　
透

（
千
葉
幕
張
）

（
R
IJ
Y
E
M
保
険
管
理
者
）

地
区

組
織

表
2

0
2

2
〜

2
0

2
3

年
度
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1950

25年
昭和

1951

26年
昭和

1952

27年
昭和

1953

28年
昭和

1954

29年
昭和

1955

30年
昭和

1956

31年
昭和

1957

32年
昭和

1958

33年
昭和

1959

34年
昭和

1960

35年
昭和

1961

36年
昭和

1962

37年
昭和

1963

38年
昭和

1964

39年
昭和

1965

40年
昭和

1966

41年
昭和

1967

42年
昭和

1968

43年
昭和

1969

44年
昭和

1970

45年
昭和

1971

46年
昭和

1972

47年
昭和

1973

48年
昭和

1974

49年
昭和

1975

50年
昭和

1976

51年
昭和

1977

52年
昭和

1978

53年
昭和

1979

54年
昭和

1980

55年
昭和

1981

56年
昭和

1982

57年
昭和

1983

58年
昭和

1984

59年
昭和

1985

60年
昭和

1986

61年
昭和

1987

62年
昭和

1988

63年
昭和

1989

64年
昭和

1990

2年
平成

1991

3年
平成

1992

4年
平成

1993

5年
平成

1994

6年
平成

1995

7年
平成

1996

8年
平成

1997

9年
平成

1998

10年
平成

1999

11年
平成

2000

12年
平成

2001

13年
平成

2002

14年
平成

2003

15年
平成

2004

16年
平成

2005

17年
平成

2006

18年
平成

2007

19年
平成

2008

20年
平成

2009

21年
平成

2010

22年
平成

地区拡大推移

東京RC

千葉
（1951.5） （1953.6）

（1957.3） （1959.9）

（1954.2）

（1955.9）

（1956.1）
（1961.2）

（1956.5）

（1956.11） （1961.3） （1965.12）

（1965.12）

（1966.4）

（1966.5）

（1962.1）

（1963.4）

（1963.10）

（1965.2）

（1966.10）

（1966.10）

（1966.12）

（1967.3）

（1967.5）

（1965.4～2016.6）

（1975.9～2019.6）

（1987.6～2006.6）

（1963.5）

（1964.1）

（1964.6）

（1962.9）

（1963.6）

（1961.5）
（1957.3）

（1957.11）

（1961.3）

木更津

茂原

茂原東

野田東

船橋東

銚子東

印旛中央（本埜）

銚子

松戸東

柏西

柏南

浦安

船橋南
船橋北

船橋みなと

佐倉中央（佐倉西）

館山ベイ

浦安ベイ

流山中央
野田セントラル

茂原中央

富津シティ

市川シビック

大網
東金ビュー

四街道

八千代中央

習志野中央

松戸中央
松戸西

柏東（沼南）

多古
旭

千葉南

千葉西

千葉中央

千葉港

富里

千葉幕張

千葉緑

千葉北

千葉若潮

市原中央

佐原香取

成田コスモポリタン

千葉東
新千葉

市原

印西

八街

佐原

成田

白井

小見川

松戸北

上総

八日市場

富津中央

成田空港南（横芝）

大原

東金

富津（天羽）
大多喜

習志野
八千代

我孫子

佐倉10/14

鴨川

千倉
鋸南

流山

柏

船橋西

鎌ヶ谷

木更津東

市川南市川

船橋

館山

野田

松戸

袖ヶ浦
君津

市川東

2 9 16

12

14

15

13

10

19

勝浦18

17

20

30

31

41

40
46

44

42

43
47

48

45

49

54 59

57

60

66

61 65

63

64 70
71

78

80

81

82

83

72

77

79

74

76

73

75 84
85

86

69

68

62

67

53

50
58

52

51

56

55

35

32

34

33

36

37

38

39

21

26

22
23

28

29

27

25
24

11

3

4

5

6

7

8

1

（1967.5）

（1967.12）

（1968.3）

（1968.5）

（1968.6）

（1972.3）

（1973.1）

（1974.2）

（1970.6）

（1972.5）

（1973.4）

（1975.11）

（1976.2）

（1977.9）

（1976.1）

（1976.5）

（1976.1）

（1972.2～2006.6）

（1976.7）

（1977.6） （1980.3）

（1981.2）

（1981.2）

（1981.9）

（1982.4） （1986.6）

（1986.10）

（1987.6）

（1988.6）

（1988.6）

（1991.1）

（1991.4）

（1991.11）

（1992.3）

（1993.1）
（2000.1）

（2000.1）

（2010.5）

（1993.6）

（1993.5）

（1993.12）

（1995.5）

（1996.5）

（1998.1）

（1999.5）

（1998.10）

（1982.6）

（1984.5）

（1985.12）

※クラブの数字は創立順位
※（　）内は、創立年月（西暦）

総クラブ数 82（印旛中央・船橋北 2006.6 終結 /富津 2016.6 終結 /茂原東 2019.6 終結）
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77

1950

25年
昭和

1951

26年
昭和

1952

27年
昭和

1953

28年
昭和

1954

29年
昭和

1955

30年
昭和

1956

31年
昭和

1957

32年
昭和

1958

33年
昭和

1959

34年
昭和

1960

35年
昭和

1961

36年
昭和

1962

37年
昭和

1963

38年
昭和

1964

39年
昭和

1965

40年
昭和

1966

41年
昭和

1967

42年
昭和

1968

43年
昭和

1969

44年
昭和

1970

45年
昭和

1971

46年
昭和

1972

47年
昭和

1973

48年
昭和

1974

49年
昭和

1975

50年
昭和

1976

51年
昭和

1977

52年
昭和

1978

53年
昭和

1979

54年
昭和

1980

55年
昭和

1981

56年
昭和

1982

57年
昭和

1983

58年
昭和

1984

59年
昭和

1985

60年
昭和

1986

61年
昭和

1987

62年
昭和

1988

63年
昭和

1989

64年
昭和

1990

2年
平成

1991

3年
平成

1992

4年
平成

1993

5年
平成

1994

6年
平成

1995

7年
平成

1996

8年
平成

1997

9年
平成

1998

10年
平成

1999

11年
平成

2000

12年
平成

2001

13年
平成

2002

14年
平成

2003

15年
平成

2004

16年
平成

2005

17年
平成

2006

18年
平成

2007

19年
平成

2008

20年
平成

2009

21年
平成

2010

22年
平成

地区拡大推移

東京RC

千葉
（1951.5） （1953.6）

（1957.3） （1959.9）

（1954.2）

（1955.9）

（1956.1）
（1961.2）

（1956.5）

（1956.11） （1961.3） （1965.12）

（1965.12）

（1966.4）

（1966.5）

（1962.1）

（1963.4）

（1963.10）

（1965.2）

（1966.10）

（1966.10）

（1966.12）

（1967.3）

（1967.5）

（1965.4～2016.6）

（1975.9～2019.6）

（1987.6～2006.6）

（1963.5）

（1964.1）

（1964.6）

（1962.9）

（1963.6）

（1961.5）
（1957.3）

（1957.11）

（1961.3）

木更津

茂原

茂原東

野田東

船橋東

銚子東

印旛中央（本埜）

銚子

松戸東

柏西

柏南

浦安

船橋南
船橋北

船橋みなと

佐倉中央（佐倉西）

館山ベイ

浦安ベイ

流山中央
野田セントラル

茂原中央

富津シティ

市川シビック

大網
東金ビュー

四街道

八千代中央

習志野中央

松戸中央
松戸西

柏東（沼南）

多古
旭

千葉南

千葉西

千葉中央

千葉港

富里

千葉幕張

千葉緑

千葉北

千葉若潮

市原中央

佐原香取

成田コスモポリタン

千葉東
新千葉

市原

印西

八街

佐原

成田

白井

小見川

松戸北

上総

八日市場

富津中央

成田空港南（横芝）

大原

東金

富津（天羽）
大多喜

習志野
八千代

我孫子

佐倉10/14

鴨川

千倉
鋸南

流山

柏

船橋西

鎌ヶ谷

木更津東

市川南市川

船橋

館山

野田

松戸

袖ヶ浦
君津

市川東

2 9 16

12

14

15

13

10

19

勝浦18

17

20

30

31

41

40
46

44

42

43
47

48

45

49

54 59

57

60

66

61 65

63

64 70
71

78

80

81

82

83

72

77

79

74

76

73

75 84
85

86

69

68

62

67

53

50
58

52

51

56

55

35

32

34

33

36

37

38

39

21

26

22
23

28

29

27

25
24

11

3

4

5

6

7

8

1

（1967.5）

（1967.12）

（1968.3）

（1968.5）

（1968.6）

（1972.3）

（1973.1）

（1974.2）

（1970.6）

（1972.5）

（1973.4）

（1975.11）

（1976.2）

（1977.9）

（1976.1）

（1976.5）

（1976.1）

（1972.2～2006.6）

（1976.7）

（1977.6） （1980.3）

（1981.2）

（1981.2）

（1981.9）

（1982.4） （1986.6）

（1986.10）

（1987.6）

（1988.6）

（1988.6）

（1991.1）

（1991.4）

（1991.11）

（1992.3）

（1993.1）
（2000.1）

（2000.1）

（2010.5）

（1993.6）

（1993.5）

（1993.12）

（1995.5）

（1996.5）

（1998.1）

（1999.5）

（1998.10）

（1982.6）

（1984.5）

（1985.12）

※クラブの数字は創立順位
※（　）内は、創立年月（西暦）

総クラブ数 82（印旛中央・船橋北 2006.6 終結 /富津 2016.6 終結 /茂原東 2019.6 終結）
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1951

26年
昭和

1952

27年
昭和

1953

28年
昭和

1954

29年
昭和

1955

30年
昭和

1956

31年
昭和

1957

32年
昭和

1958

33年
昭和

1959

34年
昭和

1960

35年
昭和

1961

36年
昭和

1962

37年
昭和

1963

38年
昭和

1964

39年
昭和

1965

40年
昭和

1966

41年
昭和

1967

42年
昭和

1968

43年
昭和

1969

44年
昭和

1970

45年
昭和

1971

46年
昭和

1972

47年
昭和

1973

48年
昭和

1974

49年
昭和

1975

50年
昭和

1976

51年
昭和

1977

52年
昭和

1978

53年
昭和

1979

54年
昭和

1980

55年
昭和

1981

56年
昭和

1982

57年
昭和

1983

58年
昭和

1984

59年
昭和

1985

60年
昭和

1951

26年
昭和

1952

27年
昭和

1953

28年
昭和

1954

29年
昭和

1955

30年
昭和

1956

31年
昭和

1957

32年
昭和

1958

33年
昭和

1959

34年
昭和

1960

35年
昭和

1961

36年
昭和

1962

37年
昭和

1963

38年
昭和

1964

39年
昭和

1965

40年
昭和

1966

41年
昭和

1967

42年
昭和

1968

43年
昭和

1969

44年
昭和

1970

45年
昭和

1971

46年
昭和

1972

47年
昭和

1973

48年
昭和

1974

49年
昭和

1975

50年
昭和

1976

51年
昭和

1977

52年
昭和

1978

53年
昭和

1979

54年
昭和

1980

55年
昭和

1981

56年
昭和

1982

57年
昭和

1983

58年
昭和

1984

59年
昭和

1985

60年
昭和

1986

61年
昭和

1987

62年
昭和

1988

63年
昭和

1989

64年
昭和

1990

2年
平成

1991

3年
平成

1992

4年
平成

1993

5年
平成

1994

6年
平成

1995

7年
平成

1996

8年
平成

1997

9年
平成

1998

10年
平成

1999

11年
平成

2000

12年
平成

2001

13年
平成

2002

14年
平成

2003

15年
平成

2004

16年
平成

2005

17年
平成

2006

18年
平成

2007

19年
平成

2008

20年
平成

2009

21年
平成

2010

22年
平成

2011

23年
平成

2012

24年
平成

2013

25年
平成

2014

26年
平成

2015

27年
平成

2016

28年
平成

2017

29年
平成

2018

30年
平成

2019

31年
平成

2020

2年
令和

2021

3年
令和

1986

61年
昭和

1987

62年
昭和

1988

63年
昭和

1989

64年
昭和

1990

2年
平成

1991

3年
平成

1992

4年
平成

1993

5年
平成

1994

6年
平成

1995

7年
平成

1996

8年
平成

1997

9年
平成

1998

10年
平成

1999

11年
平成

2000

12年
平成

2001

13年
平成

2002

14年
平成

2003

15年
平成

2004

16年
平成

2005

17年
平成

2006

18年
平成

2007

19年
平成

2008

20年
平成

2009

21年
平成

2010

22年
平成

2011

23年
平成

2012

24年
平成

2013

25年
平成

2014

26年
平成

2015

27年
平成

2016

28年
平成

2017

29年
平成

2018

30年
平成

2019

31年
平成

2020

2年
令和

2021

3年
令和

■会員数推移

■地区クラブ推移

80

1000人

21 29 79 109

289
322 349

393
514

645

823

970

1,168

1,384

1,747

1,998
1,892

2,117

2,271
2,403

2,544

2,742
2,829

2,920 2,948
3,013

3,126
3,216

3,267
3,376

3,426
3,525

3,624

3,771
3,864

4,096

4,227
4,313 4,322

4,208

4,034
3,959

3,881

3,725

3,492

3,312

3,171
3,082

2,995 2,937 2,912
2,835 2,808 2,8142,827 2,872

2,788
2,764 2,705 2,745 2,735

2,674

2,780 2,779

4,342 4,350

3,953

1,820

1,602

190

50

2000人

3000人

4000人

60

40

20

0
1 1 2 3 4

7
10 10 11 11

15 17
21

23
27

32
36

39 39 40 41
44

46 47 47

53
55 56 56

59
62 62 63 64 65

68
70 70 70

72
74

77 78
80 80 81 83 83 83 83 83 83 83 83 82 82 82

85 85 85 85 85 85 85 84 84 84 84 84 84

79



THE 2790 DISTRICT

79

1951

26年
昭和

1952

27年
昭和

1953

28年
昭和

1954

29年
昭和

1955

30年
昭和

1956

31年
昭和

1957

32年
昭和

1958

33年
昭和

1959

34年
昭和

1960

35年
昭和

1961

36年
昭和

1962

37年
昭和

1963

38年
昭和

1964

39年
昭和

1965

40年
昭和

1966

41年
昭和

1967

42年
昭和

1968

43年
昭和

1969

44年
昭和

1970

45年
昭和

1971

46年
昭和

1972

47年
昭和

1973

48年
昭和

1974

49年
昭和

1975

50年
昭和

1976

51年
昭和

1977

52年
昭和

1978

53年
昭和

1979

54年
昭和

1980

55年
昭和

1981

56年
昭和

1982

57年
昭和

1983

58年
昭和

1984

59年
昭和

1985

60年
昭和

1951

26年
昭和

1952

27年
昭和

1953

28年
昭和

1954

29年
昭和

1955

30年
昭和

1956

31年
昭和

1957

32年
昭和

1958

33年
昭和

1959

34年
昭和

1960

35年
昭和

1961

36年
昭和

1962

37年
昭和

1963

38年
昭和

1964

39年
昭和

1965

40年
昭和

1966

41年
昭和

1967

42年
昭和

1968

43年
昭和

1969

44年
昭和

1970

45年
昭和

1971

46年
昭和

1972

47年
昭和

1973

48年
昭和

1974

49年
昭和

1975

50年
昭和

1976

51年
昭和

1977

52年
昭和

1978

53年
昭和

1979

54年
昭和

1980

55年
昭和

1981

56年
昭和

1982

57年
昭和

1983

58年
昭和

1984

59年
昭和

1985

60年
昭和

1986

61年
昭和

1987

62年
昭和

1988

63年
昭和

1989

64年
昭和

1990

2年
平成

1991

3年
平成

1992

4年
平成

1993

5年
平成

1994

6年
平成

1995

7年
平成

1996

8年
平成

1997

9年
平成

1998

10年
平成

1999

11年
平成

2000

12年
平成

2001

13年
平成

2002

14年
平成

2003

15年
平成

2004

16年
平成

2005

17年
平成

2006

18年
平成

2007

19年
平成

2008

20年
平成

2009

21年
平成

2010

22年
平成

2011

23年
平成

2012

24年
平成

2013

25年
平成

2014

26年
平成

2015

27年
平成

2016

28年
平成

2017

29年
平成

2018

30年
平成

2019

31年
平成

2020

2年
令和

2021

3年
令和

1986

61年
昭和

1987

62年
昭和

1988

63年
昭和

1989

64年
昭和

1990

2年
平成

1991

3年
平成

1992

4年
平成

1993

5年
平成

1994

6年
平成

1995

7年
平成

1996

8年
平成

1997

9年
平成

1998

10年
平成

1999

11年
平成

2000

12年
平成

2001

13年
平成

2002

14年
平成

2003

15年
平成

2004

16年
平成

2005

17年
平成

2006

18年
平成

2007

19年
平成

2008

20年
平成

2009

21年
平成

2010

22年
平成

2011

23年
平成

2012

24年
平成

2013

25年
平成

2014

26年
平成

2015

27年
平成

2016

28年
平成

2017

29年
平成

2018

30年
平成

2019

31年
平成

2020

2年
令和

2021

3年
令和

■会員数推移

■地区クラブ推移

80

1000人

21 29 79 109

289
322 349

393
514

645

823

970

1,168

1,384

1,747

1,998
1,892

2,117

2,271
2,403

2,544

2,742
2,829

2,920 2,948
3,013

3,126
3,216

3,267
3,376

3,426
3,525
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3,771
3,864

4,096
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4,313 4,322
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4,034
3,959

3,881

3,725

3,492

3,312

3,171
3,082

2,995 2,937 2,912
2,835 2,808 2,8142,827 2,872

2,788
2,764 2,705 2,745 2,735

2,674

2,780 2,779

4,342 4,350

3,953

1,820

1,602
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2000人
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1951

26年
昭和

1952

27年
昭和

1953

28年
昭和

1954

29年
昭和

1955

30年
昭和

1956

31年
昭和

1957

32年
昭和

1958

33年
昭和

1959

34年
昭和

1960

35年
昭和

1961

36年
昭和

1962

37年
昭和

1963

38年
昭和

1964

39年
昭和

1965

40年
昭和

1966

41年
昭和

1967

42年
昭和

1968

43年
昭和

1969

44年
昭和

1970

45年
昭和

1971

46年
昭和

1972

47年
昭和

1973

48年
昭和

1974

49年
昭和

1975

50年
昭和

1976

51年
昭和

1977

52年
昭和

1978

53年
昭和

1979

54年
昭和

1980

55年
昭和

1981

56年
昭和

1982

57年
昭和

1983

58年
昭和

1984

59年
昭和

1985

60年
昭和

1951

26年
昭和

1952

27年
昭和

1953

28年
昭和

1954

29年
昭和

1955

30年
昭和

1956

31年
昭和

1957

32年
昭和

1958

33年
昭和

1959

34年
昭和

1960

35年
昭和

1961

36年
昭和

1962

37年
昭和

1963

38年
昭和

1964

39年
昭和

1965

40年
昭和

1966

41年
昭和

1967

42年
昭和

1968

43年
昭和

1969

44年
昭和

1970

45年
昭和

1971

46年
昭和

1972

47年
昭和

1973

48年
昭和

1974

49年
昭和

1975

50年
昭和

1976

51年
昭和

1977

52年
昭和

1978

53年
昭和

1979

54年
昭和

1980

55年
昭和

1981

56年
昭和

1982

57年
昭和

1983

58年
昭和

1984

59年
昭和

1985

60年
昭和

1951

26年
昭和

1952

27年
昭和

1953

28年
昭和

1954

29年
昭和

1955

30年
昭和

1956

31年
昭和

1957

32年
昭和

1958

33年
昭和

1959

34年
昭和

1960

35年
昭和

1961

36年
昭和

1962

37年
昭和

1963

38年
昭和

1964

39年
昭和

1965

40年
昭和

1966

41年
昭和

1967

42年
昭和

1968

43年
昭和

1969

44年
昭和

1970

45年
昭和

1971

46年
昭和

1972

47年
昭和

1973

48年
昭和

1974

49年
昭和

1975

50年
昭和

1976

51年
昭和

1977

52年
昭和

1978

53年
昭和

1979

54年
昭和

1980

55年
昭和

1981

56年
昭和

1982

57年
昭和

1983

58年
昭和

1984

59年
昭和

1985

60年
昭和

1986

61年
昭和

1987

62年
昭和

1988

63年
昭和

1989

64年
昭和

1990

2年
平成

1991

3年
平成

1992

4年
平成

1993

5年
平成

1994

6年
平成

1995

7年
平成

1996

8年
平成

1997

9年
平成

1998

10年
平成

1999

11年
平成

2000

12年
平成

2001

13年
平成

2002

14年
平成

2003

15年
平成

2004

16年
平成

2005

17年
平成

2006

18年
平成

2007

19年
平成

2008

20年
平成

2009

21年
平成

2010

22年
平成

2011

23年
平成

2012

24年
平成

2013

25年
平成

2014

26年
平成

2015

27年
平成

2016

28年
平成

2017

29年
平成

2018

30年
平成

2019

31年
平成

2020

2年
令和

2021

3年
令和

1986

61年
昭和

1987

62年
昭和

1988

63年
昭和

1989

64年
昭和

1990

2年
平成

1991

3年
平成

1992

4年
平成

1993

5年
平成

1994

6年
平成

1995

7年
平成

1996

8年
平成

1997

9年
平成

1998

10年
平成

1999

11年
平成

2000

12年
平成

2001

13年
平成

2002

14年
平成

2003

15年
平成

2004

16年
平成

2005

17年
平成

2006

18年
平成

2007

19年
平成

2008

20年
平成

2009

21年
平成

2010

22年
平成

2011

23年
平成

2012

24年
平成

2013

25年
平成

2014

26年
平成

2015

27年
平成

2016

28年
平成

2017

29年
平成

2018

30年
平成

2019

31年
平成

2020

2年
令和

2021

3年
令和

1986

61年
昭和

1987

62年
昭和

1988

63年
昭和

1989

64年
昭和

1990

2年
平成

1991

3年
平成

1992

4年
平成

1993

5年
平成

1994

6年
平成

1995

7年
平成

1996

8年
平成

1997

9年
平成

1998

10年
平成

1999

11年
平成

2000

12年
平成

2001

13年
平成

2002

14年
平成

2003

15年
平成

2004

16年
平成

2005

17年
平成

2006

18年
平成

2007

19年
平成

2008

20年
平成

2009

21年
平成

2010

22年
平成

2011

23年
平成

2012

24年
平成

2013

25年
平成

2014

26年
平成

2015

27年
平成

2016

28年
平成

2017

29年
平成

2018

30年
平成

2019

31年
平成

2020

2年
令和

2021

3年
令和

■ロータリー財団奨学生数推移

■米山奨学生数推移

■国際青少年交換 派遣、受入れ人数推移

COVID-19 の影響により無くなりました。
※2021 年

バーチャル交換
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1951

26年
昭和

1952

27年
昭和

1953

28年
昭和

1954

29年
昭和

1955

30年
昭和

1956

31年
昭和

1957

32年
昭和

1958

33年
昭和

1959

34年
昭和

1960

35年
昭和

1961

36年
昭和

1962

37年
昭和

1963

38年
昭和

1964

39年
昭和

1965

40年
昭和

1966

41年
昭和

1967

42年
昭和

1968

43年
昭和

1969

44年
昭和

1970

45年
昭和

1971

46年
昭和

1972

47年
昭和

1973

48年
昭和

1974

49年
昭和

1975

50年
昭和

1976

51年
昭和

1977

52年
昭和

1978

53年
昭和

1979

54年
昭和

1980

55年
昭和

1981

56年
昭和

1982

57年
昭和

1983

58年
昭和

1984

59年
昭和

1985

60年
昭和

1951

26年
昭和

1952

27年
昭和

1953

28年
昭和

1954

29年
昭和

1955

30年
昭和

1956

31年
昭和

1957

32年
昭和

1958

33年
昭和

1959

34年
昭和

1960

35年
昭和

1961

36年
昭和

1962

37年
昭和

1963

38年
昭和

1964

39年
昭和

1965

40年
昭和

1966

41年
昭和

1967

42年
昭和

1968

43年
昭和

1969

44年
昭和

1970

45年
昭和

1971

46年
昭和

1972

47年
昭和

1973

48年
昭和

1974

49年
昭和

1975

50年
昭和

1976

51年
昭和

1977

52年
昭和

1978

53年
昭和

1979

54年
昭和

1980

55年
昭和

1981

56年
昭和

1982

57年
昭和

1983

58年
昭和

1984

59年
昭和

1985

60年
昭和

1951

26年
昭和

1952

27年
昭和

1953

28年
昭和

1954

29年
昭和

1955

30年
昭和

1956

31年
昭和

1957

32年
昭和

1958

33年
昭和

1959

34年
昭和

1960

35年
昭和

1961

36年
昭和

1962

37年
昭和

1963

38年
昭和

1964

39年
昭和

1965

40年
昭和

1966

41年
昭和

1967

42年
昭和

1968

43年
昭和

1969

44年
昭和

1970

45年
昭和

1971

46年
昭和

1972

47年
昭和

1973

48年
昭和

1974

49年
昭和

1975

50年
昭和

1976

51年
昭和

1977

52年
昭和

1978

53年
昭和

1979

54年
昭和

1980

55年
昭和

1981

56年
昭和

1982

57年
昭和

1983

58年
昭和

1984

59年
昭和

1985

60年
昭和

1986

61年
昭和

1987

62年
昭和

1988

63年
昭和

1989

64年
昭和

1990

2年
平成

1991

3年
平成

1992

4年
平成

1993

5年
平成

1994

6年
平成

1995

7年
平成

1996

8年
平成

1997

9年
平成

1998

10年
平成

1999

11年
平成

2000

12年
平成

2001

13年
平成

2002

14年
平成

2003

15年
平成

2004

16年
平成

2005

17年
平成

2006

18年
平成

2007

19年
平成

2008

20年
平成

2009

21年
平成

2010

22年
平成

2011

23年
平成

2012

24年
平成

2013

25年
平成

2014

26年
平成

2015

27年
平成

2016

28年
平成

2017

29年
平成

2018

30年
平成

2019

31年
平成

2020

2年
令和

2021

3年
令和

1986

61年
昭和

1987

62年
昭和

1988

63年
昭和

1989

64年
昭和

1990

2年
平成

1991

3年
平成

1992

4年
平成

1993

5年
平成

1994

6年
平成

1995

7年
平成

1996

8年
平成

1997

9年
平成

1998

10年
平成

1999

11年
平成

2000

12年
平成

2001

13年
平成

2002

14年
平成

2003

15年
平成

2004

16年
平成

2005

17年
平成

2006

18年
平成

2007

19年
平成

2008

20年
平成

2009

21年
平成

2010

22年
平成

2011

23年
平成

2012

24年
平成

2013

25年
平成

2014

26年
平成

2015

27年
平成

2016

28年
平成

2017

29年
平成

2018

30年
平成

2019

31年
平成

2020

2年
令和

2021

3年
令和

1986

61年
昭和

1987

62年
昭和

1988

63年
昭和

1989

64年
昭和

1990

2年
平成

1991

3年
平成

1992

4年
平成

1993

5年
平成

1994

6年
平成

1995

7年
平成

1996

8年
平成

1997

9年
平成

1998

10年
平成

1999

11年
平成

2000

12年
平成

2001

13年
平成

2002

14年
平成

2003

15年
平成

2004

16年
平成

2005

17年
平成

2006

18年
平成

2007

19年
平成

2008

20年
平成

2009

21年
平成

2010

22年
平成

2011

23年
平成

2012

24年
平成

2013

25年
平成

2014

26年
平成

2015

27年
平成

2016

28年
平成

2017

29年
平成

2018

30年
平成

2019

31年
平成

2020

2年
令和

2021

3年
令和

■ロータリー財団奨学生数推移

■米山奨学生数推移

■国際青少年交換 派遣、受入れ人数推移

COVID-19 の影響により無くなりました。
※2021 年

バーチャル交換
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本地区史の記載内容は、ロータリーに関する事柄はガバナー月信その他の資料から、社会の主な出来事は NET から抽
出し、ガバナー語録はご本人の原稿をそのまま掲載した。
デジタル版なので訂正や追加はご連絡いただければ随時に可能です。
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編集後記

　地区史第 3 巻の編集は小生の 2 年来の構想である 「本から脱して
デジタルデータで」 をベースに始まった。地区 ICT 委員会の池田委
員長の協力を得てデジタル版の優位性をプレゼンし、齊藤、宇佐見
両委員の諒解を得た。

　更にはもう一つの構想である「今後の地区史編纂の労力の公平化」
の観点から、第 2 巻が発刊されてから中途半端な 17 年ではあるが、
2021 年度をもって地区史の第 3 巻デジタル版として刊行し、本 2022
年度以降は当該年度のガバナーと地区幹事長が自分の年度の事を纏
めるスキームに移行する事とした

　この合意のもとに編集は順調に進んだ。齋藤、宇佐見、櫻木の 3
人は地区に於ける役職の年次も連続しており、意識も近かったので
互いに忖度なく意見が言えた。その結果、諸々の検討事項もすぐに
結論に至った。これは重要な事であった、地区史として非常によく
考慮された第 2 巻の形式を踏襲する事で編集の体裁を考える時間を
省き、小倉 G にお願いして池田 ICT 委員長を当委員会の委員に迎え
て作業の進行を速めた。

　その結果、本年度中には終わらないと予想した第 3 巻も 5 月中に
は殆ど完成に近い段階になった。これも齋藤、宇佐見両委員の諸提
案と協力のお陰である。別しては池田委員の個人及び会社としての
獅子奮迅の働きにより異例の速さで地区の歴史早見表、第 2 巻のデ
ジタル化復刻版、第 3 巻デジタル版の上梓に至った。これをも併せ
て皆様に感謝申し上げる次第である。

　また、会員の皆様には他地区に誇れる当地区のデジタル版地区史
をご活用いただければ幸甚である。

2023 年 6 月 20 日

国際ロータリー第 2790 地区
2022-23 年度　　地区史編纂委員会
委員長　櫻木英一郎【2015-16 G】（千葉 RC）
委　員　齋藤　博昭【2013-14 地区幹事長】（浦安 RC）
　　　　宇佐見　透【2014-15 G】（千葉幕張 RC）
　　　　池田　勝之【2021-22 地区副幹事長】（千葉 RC）
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